
▲左から永山社長、谷頭取

南国殖産 株式会社

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

取
引
店
／
福
岡
銀
行 

鹿
児
島
支
店

南
国
殖
産 

株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

先
取
的
な
企
業
風
土
を
礎
に

地
元
九
州
と
と
も
に
発
展
し
、

1
0
0
年
永
続
企
業
を
目
指
す
。

永
山 

あ
り
の
り

在
紀
氏
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南国殖産 株式会社

産
業
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
設
計・施
工・販

売
を
行
う「
機
械
設
備
事
業
」で
す
。

　「
南
国
グ
ル
ー
プ
」は
、南
国
殖
産

を
中
心
に
子
会
社・関
係
会
社
40
社
で

形
成
さ
れ
、連
結
売
上
高
2
，1
0
0

億
円
、従
業
員
2
，7
0
0
名（
臨
時

雇
用
含
む
）を
擁
す
る
企
業
集
団
と

し
て
成
長
を
続
け
て
お
り
、い
ず
れ
の

会
社
も
常
に
時
代
の
変
化
を
促
え
、攻

め
の
展
開
で
着
実
に
成
果
を
あ
げ
る

こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
に
は
、起
業
家
精
神（
新
し

い
事
業
分
野
に
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
精
神
）に
富
む
創
業
者
、上
野
喜

左
衛
門
の
志
が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て

お
り
、先
進
的
な
成
長
分
野
に
取
り
組

む
企
業
風
土
が
醸
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
も
主
要
事
業
に
注
力
す
る
一
方

で
様
々
な
事
業
を
模
索
し
、次
世
代
ビ

ジ
ネ
ス
と
な
る
新
規
事
業
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　
我
が
社
は
、第
二
次
世
界
大
戦
中
の

1
9
4
5
年（
昭
和
20
年
）３
月
、上
野

き
ざ
え
も
ん

喜
左
衛
門
に
よ
り「
南
国
兵
器 

株
式

会
社
」と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。喜
左

衛
門
は
、終
戦
後
の
同
年
10
月
に「
南

国
殖
産 

株
式
会
社
」へ
と
社
名
を
変
更

し
、「
地
元
の
産
物
を
中
央
に
出
し
、地

元
で
必
要
な
資
材
を
中
央
か
ら
集
め
、

皆
様
の
お
役
に
立
ち
た
い
」と
、会
社
の

方
向
性
を
商
社
へ
と
導
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、セ
メ
ン
ト
や
砿
油
類・酒
類

の
販
売
等
、徐
々
に
業
容
を
拡
大
し
、現

在
で
は
４
つ
の
事
業
を
核
と
す
る
総
合
商

社
と
し
て
、鹿
児
島
を
中
心
と
し
た
九
州

を
拠
点
に
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
４
つ
の
事
業
と
は
、ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
展
開
を
主
軸
と
す
る「
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
」、携
帯
電
話
の
販
売
代
理
店
等

を
展
開
す
る「
情
報
通
信
事
業
」、建

築・土
木
資
材
の
設
計・施
工・販
売
を

行
う「
建
設
資
材
事
業
」、エ
レ
ベ
ー

タ
ー
や
太
陽
光
発
電
設
備
等
の
生
活・

お
見
合
い
パ
ー
テ
ィ
ー「
村
コ
ン
」や「
ご

当
地
鍋
グ
ラ
ン
プ
リ
」と
い
っ
た
イ
ベ
ン

ト
も
奏
功
し
、開
村
１
年
で
来
村
者
50

万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。夕
方
は
多
く

の
方
が
訪
れ
、新
名
所
と
し
て
の
知
名

度
も
高
ま
っ
て
お
り
、「
地
域
社
会
へ
の

貢
献
」に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
って
い
ま
す
。

　
我
が
社
は
地
域
の
総
合
商
社
で
あ

り
、オ
リ
ジ
ナ
ル
の
商
品
は
あ
り
ま
せ

ん
。従
っ
て
、「
人
こ
そ
財
産
」と
い
う
考

え
の
も
と
、「
人
財
」で
他
社
と
の
差
別

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。そ
の
為
、人
財
育

成
に
特
に
注
力
し
て
お
り
、入
社
前
通

信
教
育
を
は
じ
め
、新
入
社
員
研
修・評

価
研
修・職
階
別
研
修・職
種
別
研
修

等
、多
彩
な
研
修
制
度
に
よ
って
社
員
の

能
力
を
高
め
、社
員
の
能
力
の
伸
長
に

は
昇
進
や
報
奨
等
で
応
え
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、お
取
引
先
や
地
域
社
会
の

皆
様
か
ら
信
頼
を
寄
せ
て
頂
け
る
企
業

で
あ
る
為
に
、企
業
と
し
て
の「
社
会
的

責
任（
企
業
活
動
の
過
程
に
お
い
て
、法

令
及
び
社
会
的
規
範
を
遵
守
す
る
こ

と
、高
い
倫
理
観・道
徳
観
に
立
っ
て
自

ク
シ
ョ
ン
か
ら
吸
い
上
げ
た
情
報
を
も

と
に
、「
ミ
ド
ル
ア
ッ
プ
・ミ
ド
ル
ダ
ウ

ン
」と
い
う
我
が
社
の
強
み
を
維
持
し

な
が
ら
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
進
め
て
い
ま

す
。つ
ま
り
、社
員
が
集
め
た
情
報
が
社

長
で
あ
る
私
の
と
こ
ろ
ま
で
上
が
って
く

る
風
通
し
の
良
さ
と
、意
思
決
定
の
迅

速
さ
が
我
が
社
の
強
み
と
言
え
ま
す
。

　
我
が
グ
ル
ー
プ
で
は
、「
社
会
貢

献
」「
人
こ
そ
財
産
」「
社
会
的
責
任
」

を
経
営
基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

　
九
州
新
幹
線
の
全
線
開
通
を
地
域

活
性
化
に
つ
な
げ
る
為
、昨
年
、J
R
鹿

児
島
中
央
駅
前
に「
か
ご
っ
ま
ふ
る
さ

と
屋
台
村
」を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。こ

の
屋
台
村
は
、鹿
児
島
ブ
ラ
ン
ド
の
黒

豚
や
焼
酎
を
味
わ
え
る
拠
点
で
あ
る
と

と
も
に
、鹿
児
島
県
産
品
の
情
報
発
信

地
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、若
手
企
業

家
育
成
も
屋
台
村
創
設
の
目
的
の
一
つ

で
あ
る
為
、家
賃
は
格
安
に
設
定
し
て

い
ま
す
。1
0
0
対
1
0
0
の
大
規
模

た
。現
在
、鹿
児
島
県
内
３
ヵ
所
で
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
が
稼
動
し
て
い
る

他
、鹿
児
島
・
熊
本
・
宮
崎
等
九
州
各

地
で
、2
0
1
5
年
ま
で
の
３
ヵ
年
に

約
40
ヵ
所
、1
0
0
Ｍ
Ｗ
の
大
規
模
発

電
所
を
建
設
す
る
予
定
で
す
。ま
た
、

小
水
力
発
電
分
野
に
も
参
入
し
、同

年
１
月
に「
九
州
発
電 

株
式
会
社
」に

資
本
参
加
し
ま
し
た
。こ
ち
ら
は
、霧

島
、き
も
つ
き

肝
属
の
２
ヵ
所
に
発
電
所
を
建
設

中
で
、今
後
約
40
ヵ
所
に
小
水
力
発
電

施
設
を
建
設
す
る
計
画
で
す
。

　
こ
れ
ら
に
加
え
、新
ビ
ジ
ネ
ス
の
芽

も
育
て
て
い
ま
す
。例
え
ば
、鹿
児
島

県
の
安
心・安
全
な
農
産
物
を
全
国
に

広
め
る
為
、「
南
国
フ
ァ
ー
ム 

株
式
会

社
」を
設
立
し
ま
し
た
。成
功
の
為
の

必
要
条
件
で
あ
る「
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

の
農
業
経
験
を
持
つ
プ
ロ
ス
タ
ッ
フ
」

と「
確
か
な
販
売
先
」を
確
保
し
て
お

り
、今
後
の
注
力
事
業
で
す
。医
療
・

介
護
分
野
に
お
い
て
は
、病
院
と
の
合

弁
で
高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅
を
運
営

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
の
ほ
と
ん
ど
は
、各
セ

　
そ
の
一
つ
が
、J
R
鹿
児
島
中
央

駅
前
の「
都
市
再
開
発
事
業
」で
す
。

2
0
0
9
年（
平
成
21
年
）に
、鹿
児

島
の
表
玄
関
に
ふ
さ
わ
し
い
先
進
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル「
南
国
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
」が

竣
工
し
ま
し
た
。ま
た
12
年（
平
成
24

年
）に
は
、バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、各
種
店

舗
、オ
フ
ィ
ス
、ホ
テ
ル
等
が
入
居
す
る

地
上
14
階
建
て
の
複
合
施
設「
鹿
児

島
中
央
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
」が
完
成
し

ま
し
た
。こ
の
ビ
ル
に
は
企
業
の
大
規

模
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
開
設
が
決
定
し

て
お
り
、来
年
に
は
、数
百
人
規
模
の

雇
用
が
生
み
出
さ
れ
る
予
定
で
す
。現

在
は
、中
央
駅
前
一
番
街
商
店
街
の
再

開
発
に
着
手
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」も
注
力

し
て
い
る
事
業
で
、太
陽
光
発
電
パ
ネ

ル
の
販
売・施
工
は
約
10
年
前
に
開
始

し
ま
し
た
。12
年（
平
成
24
年
）３
月
に

は
、同
年
７
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取

制
度
に
先
駆
け
て
、大
規
模
太
陽
光

発
電
事
業
を
行
う「
九
州
お
ひ
さ
ま

発
電 

株
式
会
社
」を
立
ち
上
げ
ま
し

ら
の
行
動
を
律
す
る
こ
と
）」を
果
た
す

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
経
営
基
本
理
念
を
身
に
付

け
、実
践
す
る
為
、「
南
国
グ
ル
ー
プ
行

動
憲
章
」を
策
定
し
、朝
礼
時
に
全
事

業
所
の
全
社
員
で
唱
和
し
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
は
、
お
か
げ
さ
ま
で

2
0
1
5
年（
平
成
27
年
）に
設
立
70

周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
我
が
グ
ル
ー
プ
は
、鹿
児
島
を
中
心

と
し
た
九
州
に
根
差
し
た
企
業
集
団
で

あ
り
、九
州
の
発
展
な
く
し
て
我
が
グ

ル
ー
プ
の
発
展
は
あ
り
ま
せ
ん
。今
後

も
地
元
の
発
展
に
尽
力
し
、地
域
社

会・お
客
様・お
取
引
先・株
主
様
等
に

信
頼
さ
れ
、成
長
し
続
け
る
こ
と
が

「
南
国
グ
ル
ー
プ
」の
存
在
理
由
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
受
け
継
が

れ
て
き
た
企
業
文
化・風
土
を
大
切
に

守
り
、1
0
0
年
永
続
す
る
企
業
集
団

を
目
指
し
、精
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

地
元
の
皆
様
の
お
役
に
立
ち
た
い

と
い
う
想
い
を
も
と
に
発
展

創
業
時
か
ら
続
く

先
取
的
な
企
業
風
土

▲TSUTAYA佐世保梅田店

▲ドコモショップ加世田店（鹿児島県南さつま市）

▲天然ガスエコ・ステーション（福岡県苅田町）

▲ニュー東開サービスステーション（鹿児島県鹿児島市）

▲太平洋セメント代理店 ▲鹿児島中央ターミナルビル（中央左）と
　南国センタービル（中央右）

▲南国センタービル建設風景▲南国センタービルエレベーター

▲寄田発電所（鹿児島県薩摩川内市）

機械設備事業本部機械設備事業本部 建設資材事業本部

九州おひさま発電

建設資材事業本部 情報通信事業本部情報通信事業本部 エネルギー事業本部

九州おひさま発電

鹿児島中央ターミナルビル鹿児島中央ターミナルビル

南国センタービル南国センタービル
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が
社
は
地
域
の
総
合
商
社
で
あ

り
、オ
リ
ジ
ナ
ル
の
商
品
は
あ
り
ま
せ

ん
。従
っ
て
、「
人
こ
そ
財
産
」と
い
う
考

え
の
も
と
、「
人
財
」で
他
社
と
の
差
別

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。そ
の
為
、人
財
育

成
に
特
に
注
力
し
て
お
り
、入
社
前
通

信
教
育
を
は
じ
め
、新
入
社
員
研
修・評

価
研
修・職
階
別
研
修・職
種
別
研
修

等
、多
彩
な
研
修
制
度
に
よ
って
社
員
の

能
力
を
高
め
、社
員
の
能
力
の
伸
長
に

は
昇
進
や
報
奨
等
で
応
え
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、お
取
引
先
や
地
域
社
会
の

皆
様
か
ら
信
頼
を
寄
せ
て
頂
け
る
企
業

で
あ
る
為
に
、企
業
と
し
て
の「
社
会
的

責
任（
企
業
活
動
の
過
程
に
お
い
て
、法

令
及
び
社
会
的
規
範
を
遵
守
す
る
こ

と
、高
い
倫
理
観・道
徳
観
に
立
っ
て
自

ク
シ
ョ
ン
か
ら
吸
い
上
げ
た
情
報
を
も

と
に
、「
ミ
ド
ル
ア
ッ
プ
・ミ
ド
ル
ダ
ウ

ン
」と
い
う
我
が
社
の
強
み
を
維
持
し

な
が
ら
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
進
め
て
い
ま

す
。つ
ま
り
、社
員
が
集
め
た
情
報
が
社

長
で
あ
る
私
の
と
こ
ろ
ま
で
上
が
って
く

る
風
通
し
の
良
さ
と
、意
思
決
定
の
迅

速
さ
が
我
が
社
の
強
み
と
言
え
ま
す
。

　
我
が
グ
ル
ー
プ
で
は
、「
社
会
貢

献
」「
人
こ
そ
財
産
」「
社
会
的
責
任
」

を
経
営
基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

　
九
州
新
幹
線
の
全
線
開
通
を
地
域

活
性
化
に
つ
な
げ
る
為
、昨
年
、J
R
鹿

児
島
中
央
駅
前
に「
か
ご
っ
ま
ふ
る
さ

と
屋
台
村
」を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。こ

の
屋
台
村
は
、鹿
児
島
ブ
ラ
ン
ド
の
黒

豚
や
焼
酎
を
味
わ
え
る
拠
点
で
あ
る
と

と
も
に
、鹿
児
島
県
産
品
の
情
報
発
信

地
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、若
手
企
業

家
育
成
も
屋
台
村
創
設
の
目
的
の
一
つ

で
あ
る
為
、家
賃
は
格
安
に
設
定
し
て

い
ま
す
。1
0
0
対
1
0
0
の
大
規
模

た
。現
在
、鹿
児
島
県
内
３
ヵ
所
で
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
が
稼
動
し
て
い
る

他
、鹿
児
島
・
熊
本
・
宮
崎
等
九
州
各

地
で
、2
0
1
5
年
ま
で
の
３
ヵ
年
に

約
40
ヵ
所
、1
0
0
Ｍ
Ｗ
の
大
規
模
発

電
所
を
建
設
す
る
予
定
で
す
。ま
た
、

小
水
力
発
電
分
野
に
も
参
入
し
、同

年
１
月
に「
九
州
発
電 

株
式
会
社
」に

資
本
参
加
し
ま
し
た
。こ
ち
ら
は
、霧

島
、き
も
つ
き

肝
属
の
２
ヵ
所
に
発
電
所
を
建
設

中
で
、今
後
約
40
ヵ
所
に
小
水
力
発
電

施
設
を
建
設
す
る
計
画
で
す
。

　
こ
れ
ら
に
加
え
、新
ビ
ジ
ネ
ス
の
芽

も
育
て
て
い
ま
す
。例
え
ば
、鹿
児
島

県
の
安
心・安
全
な
農
産
物
を
全
国
に

広
め
る
為
、「
南
国
フ
ァ
ー
ム 

株
式
会

社
」を
設
立
し
ま
し
た
。成
功
の
為
の

必
要
条
件
で
あ
る「
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

の
農
業
経
験
を
持
つ
プ
ロ
ス
タ
ッ
フ
」

と「
確
か
な
販
売
先
」を
確
保
し
て
お

り
、今
後
の
注
力
事
業
で
す
。医
療
・

介
護
分
野
に
お
い
て
は
、病
院
と
の
合

弁
で
高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅
を
運
営

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
の
ほ
と
ん
ど
は
、各
セ

　
そ
の
一
つ
が
、J
R
鹿
児
島
中
央

駅
前
の「
都
市
再
開
発
事
業
」で
す
。

2
0
0
9
年（
平
成
21
年
）に
、鹿
児

島
の
表
玄
関
に
ふ
さ
わ
し
い
先
進
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル「
南
国
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
」が

竣
工
し
ま
し
た
。ま
た
12
年（
平
成
24

年
）に
は
、バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、各
種
店

舗
、オ
フ
ィ
ス
、ホ
テ
ル
等
が
入
居
す
る

地
上
14
階
建
て
の
複
合
施
設「
鹿
児

島
中
央
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
」が
完
成
し

ま
し
た
。こ
の
ビ
ル
に
は
企
業
の
大
規

模
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
開
設
が
決
定
し

て
お
り
、来
年
に
は
、数
百
人
規
模
の

雇
用
が
生
み
出
さ
れ
る
予
定
で
す
。現

在
は
、中
央
駅
前
一
番
街
商
店
街
の
再

開
発
に
着
手
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」も
注
力

し
て
い
る
事
業
で
、太
陽
光
発
電
パ
ネ

ル
の
販
売・施
工
は
約
10
年
前
に
開
始

し
ま
し
た
。12
年（
平
成
24
年
）３
月
に

は
、同
年
７
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取

制
度
に
先
駆
け
て
、大
規
模
太
陽
光

発
電
事
業
を
行
う「
九
州
お
ひ
さ
ま

発
電 

株
式
会
社
」を
立
ち
上
げ
ま
し

ら
の
行
動
を
律
す
る
こ
と
）」を
果
た
す

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
経
営
基
本
理
念
を
身
に
付

け
、実
践
す
る
為
、「
南
国
グ
ル
ー
プ
行

動
憲
章
」を
策
定
し
、朝
礼
時
に
全
事

業
所
の
全
社
員
で
唱
和
し
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
は
、
お
か
げ
さ
ま
で

2
0
1
5
年（
平
成
27
年
）に
設
立
70

周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
我
が
グ
ル
ー
プ
は
、鹿
児
島
を
中
心

と
し
た
九
州
に
根
差
し
た
企
業
集
団
で

あ
り
、九
州
の
発
展
な
く
し
て
我
が
グ

ル
ー
プ
の
発
展
は
あ
り
ま
せ
ん
。今
後

も
地
元
の
発
展
に
尽
力
し
、地
域
社

会・お
客
様・お
取
引
先・株
主
様
等
に

信
頼
さ
れ
、成
長
し
続
け
る
こ
と
が

「
南
国
グ
ル
ー
プ
」の
存
在
理
由
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
受
け
継
が

れ
て
き
た
企
業
文
化・風
土
を
大
切
に

守
り
、1
0
0
年
永
続
す
る
企
業
集
団

を
目
指
し
、精
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

地
元
の
皆
様
の
お
役
に
立
ち
た
い

と
い
う
想
い
を
も
と
に
発
展

創
業
時
か
ら
続
く

先
取
的
な
企
業
風
土

▲TSUTAYA佐世保梅田店

▲ドコモショップ加世田店（鹿児島県南さつま市）

▲天然ガスエコ・ステーション（福岡県苅田町）

▲ニュー東開サービスステーション（鹿児島県鹿児島市）

▲太平洋セメント代理店 ▲鹿児島中央ターミナルビル（中央左）と
　南国センタービル（中央右）

▲南国センタービル建設風景▲南国センタービルエレベーター

▲寄田発電所（鹿児島県薩摩川内市）

機械設備事業本部機械設備事業本部 建設資材事業本部

九州おひさま発電

建設資材事業本部 情報通信事業本部情報通信事業本部 エネルギー事業本部

九州おひさま発電

鹿児島中央ターミナルビル鹿児島中央ターミナルビル

南国センタービル南国センタービル
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▲後列左端 今村取締役、後列左から6番目より平原取締役、上野常務、永山社長、谷頭取、西村支店長（福岡銀行）

福岡銀行
谷　正明取締役頭取

◎インタビューを終えて

南国殖産 株式会社

産
業
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
設
計・施
工・販

売
を
行
う「
機
械
設
備
事
業
」で
す
。

　「
南
国
グ
ル
ー
プ
」は
、南
国
殖
産

を
中
心
に
子
会
社・関
係
会
社
40
社
で

形
成
さ
れ
、連
結
売
上
高
2
，1
0
0

億
円
、従
業
員
2
，7
0
0
名（
臨
時

雇
用
含
む
）を
擁
す
る
企
業
集
団
と

し
て
成
長
を
続
け
て
お
り
、い
ず
れ
の

会
社
も
常
に
時
代
の
変
化
を
促
え
、攻

め
の
展
開
で
着
実
に
成
果
を
あ
げ
る

こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
に
は
、起
業
家
精
神（
新
し

い
事
業
分
野
に
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
精
神
）に
富
む
創
業
者
、上
野
喜

左
衛
門
の
志
が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て

お
り
、先
進
的
な
成
長
分
野
に
取
り
組

む
企
業
風
土
が
醸
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
も
主
要
事
業
に
注
力
す
る
一
方

で
様
々
な
事
業
を
模
索
し
、次
世
代
ビ

ジ
ネ
ス
と
な
る
新
規
事
業
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　
我
が
社
は
、第
二
次
世
界
大
戦
中
の

1
9
4
5
年（
昭
和
20
年
）３
月
、上
野

き
ざ
え
も
ん

喜
左
衛
門
に
よ
り「
南
国
兵
器 

株
式

会
社
」と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。喜
左

衛
門
は
、終
戦
後
の
同
年
10
月
に「
南

国
殖
産 

株
式
会
社
」へ
と
社
名
を
変
更

し
、「
地
元
の
産
物
を
中
央
に
出
し
、地

元
で
必
要
な
資
材
を
中
央
か
ら
集
め
、

皆
様
の
お
役
に
立
ち
た
い
」と
、会
社
の

方
向
性
を
商
社
へ
と
導
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、セ
メ
ン
ト
や
砿
油
類・酒
類

の
販
売
等
、徐
々
に
業
容
を
拡
大
し
、現

在
で
は
４
つ
の
事
業
を
核
と
す
る
総
合
商

社
と
し
て
、鹿
児
島
を
中
心
と
し
た
九
州

を
拠
点
に
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
４
つ
の
事
業
と
は
、ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
展
開
を
主
軸
と
す
る「
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
」、携
帯
電
話
の
販
売
代
理
店
等

を
展
開
す
る「
情
報
通
信
事
業
」、建

築・土
木
資
材
の
設
計・施
工・販
売
を

行
う「
建
設
資
材
事
業
」、エ
レ
ベ
ー

タ
ー
や
太
陽
光
発
電
設
備
等
の
生
活・

お
見
合
い
パ
ー
テ
ィ
ー「
村
コ
ン
」や「
ご

当
地
鍋
グ
ラ
ン
プ
リ
」と
い
っ
た
イ
ベ
ン

ト
も
奏
功
し
、開
村
１
年
で
来
村
者
50

万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。夕
方
は
多
く

の
方
が
訪
れ
、新
名
所
と
し
て
の
知
名

度
も
高
ま
っ
て
お
り
、「
地
域
社
会
へ
の

貢
献
」に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
って
い
ま
す
。

　
我
が
社
は
地
域
の
総
合
商
社
で
あ

り
、オ
リ
ジ
ナ
ル
の
商
品
は
あ
り
ま
せ

ん
。従
っ
て
、「
人
こ
そ
財
産
」と
い
う
考

え
の
も
と
、「
人
財
」で
他
社
と
の
差
別

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。そ
の
為
、人
財
育

成
に
特
に
注
力
し
て
お
り
、入
社
前
通

信
教
育
を
は
じ
め
、新
入
社
員
研
修・評

価
研
修・職
階
別
研
修・職
種
別
研
修

等
、多
彩
な
研
修
制
度
に
よ
って
社
員
の

能
力
を
高
め
、社
員
の
能
力
の
伸
長
に

は
昇
進
や
報
奨
等
で
応
え
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、お
取
引
先
や
地
域
社
会
の

皆
様
か
ら
信
頼
を
寄
せ
て
頂
け
る
企
業

で
あ
る
為
に
、企
業
と
し
て
の「
社
会
的

責
任（
企
業
活
動
の
過
程
に
お
い
て
、法

令
及
び
社
会
的
規
範
を
遵
守
す
る
こ

と
、高
い
倫
理
観・道
徳
観
に
立
っ
て
自

ク
シ
ョ
ン
か
ら
吸
い
上
げ
た
情
報
を
も

と
に
、「
ミ
ド
ル
ア
ッ
プ
・ミ
ド
ル
ダ
ウ

ン
」と
い
う
我
が
社
の
強
み
を
維
持
し

な
が
ら
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
進
め
て
い
ま

す
。つ
ま
り
、社
員
が
集
め
た
情
報
が
社

長
で
あ
る
私
の
と
こ
ろ
ま
で
上
が
って
く

る
風
通
し
の
良
さ
と
、意
思
決
定
の
迅

速
さ
が
我
が
社
の
強
み
と
言
え
ま
す
。

　
我
が
グ
ル
ー
プ
で
は
、「
社
会
貢

献
」「
人
こ
そ
財
産
」「
社
会
的
責
任
」

を
経
営
基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

　
九
州
新
幹
線
の
全
線
開
通
を
地
域

活
性
化
に
つ
な
げ
る
為
、昨
年
、J
R
鹿

児
島
中
央
駅
前
に「
か
ご
っ
ま
ふ
る
さ

と
屋
台
村
」を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。こ

の
屋
台
村
は
、鹿
児
島
ブ
ラ
ン
ド
の
黒

豚
や
焼
酎
を
味
わ
え
る
拠
点
で
あ
る
と

と
も
に
、鹿
児
島
県
産
品
の
情
報
発
信

地
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、若
手
企
業

家
育
成
も
屋
台
村
創
設
の
目
的
の
一
つ

で
あ
る
為
、家
賃
は
格
安
に
設
定
し
て

い
ま
す
。1
0
0
対
1
0
0
の
大
規
模

た
。現
在
、鹿
児
島
県
内
３
ヵ
所
で
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
が
稼
動
し
て
い
る

他
、鹿
児
島
・
熊
本
・
宮
崎
等
九
州
各

地
で
、2
0
1
5
年
ま
で
の
３
ヵ
年
に

約
40
ヵ
所
、1
0
0
Ｍ
Ｗ
の
大
規
模
発

電
所
を
建
設
す
る
予
定
で
す
。ま
た
、

小
水
力
発
電
分
野
に
も
参
入
し
、同

年
１
月
に「
九
州
発
電 

株
式
会
社
」に

資
本
参
加
し
ま
し
た
。こ
ち
ら
は
、霧

島
、き
も
つ
き

肝
属
の
２
ヵ
所
に
発
電
所
を
建
設

中
で
、今
後
約
40
ヵ
所
に
小
水
力
発
電

施
設
を
建
設
す
る
計
画
で
す
。

　
こ
れ
ら
に
加
え
、新
ビ
ジ
ネ
ス
の
芽

も
育
て
て
い
ま
す
。例
え
ば
、鹿
児
島

県
の
安
心・安
全
な
農
産
物
を
全
国
に

広
め
る
為
、「
南
国
フ
ァ
ー
ム 

株
式
会

社
」を
設
立
し
ま
し
た
。成
功
の
為
の

必
要
条
件
で
あ
る「
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

の
農
業
経
験
を
持
つ
プ
ロ
ス
タ
ッ
フ
」

と「
確
か
な
販
売
先
」を
確
保
し
て
お

り
、今
後
の
注
力
事
業
で
す
。医
療
・

介
護
分
野
に
お
い
て
は
、病
院
と
の
合

弁
で
高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅
を
運
営

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
の
ほ
と
ん
ど
は
、各
セ

　
そ
の
一
つ
が
、J
R
鹿
児
島
中
央

駅
前
の「
都
市
再
開
発
事
業
」で
す
。

2
0
0
9
年（
平
成
21
年
）に
、鹿
児

島
の
表
玄
関
に
ふ
さ
わ
し
い
先
進
オ

フ
ィ
ス
ビ
ル「
南
国
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
」が

竣
工
し
ま
し
た
。ま
た
12
年（
平
成
24

年
）に
は
、バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
、各
種
店

舗
、オ
フ
ィ
ス
、ホ
テ
ル
等
が
入
居
す
る

地
上
14
階
建
て
の
複
合
施
設「
鹿
児

島
中
央
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
」が
完
成
し

ま
し
た
。こ
の
ビ
ル
に
は
企
業
の
大
規

模
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の
開
設
が
決
定
し

て
お
り
、来
年
に
は
、数
百
人
規
模
の

雇
用
が
生
み
出
さ
れ
る
予
定
で
す
。現

在
は
、中
央
駅
前
一
番
街
商
店
街
の
再

開
発
に
着
手
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」も
注
力

し
て
い
る
事
業
で
、太
陽
光
発
電
パ
ネ

ル
の
販
売・施
工
は
約
10
年
前
に
開
始

し
ま
し
た
。12
年（
平
成
24
年
）３
月
に

は
、同
年
７
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取

制
度
に
先
駆
け
て
、大
規
模
太
陽
光

発
電
事
業
を
行
う「
九
州
お
ひ
さ
ま

発
電 

株
式
会
社
」を
立
ち
上
げ
ま
し

ら
の
行
動
を
律
す
る
こ
と
）」を
果
た
す

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
経
営
基
本
理
念
を
身
に
付

け
、実
践
す
る
為
、「
南
国
グ
ル
ー
プ
行

動
憲
章
」を
策
定
し
、朝
礼
時
に
全
事

業
所
の
全
社
員
で
唱
和
し
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
は
、
お
か
げ
さ
ま
で

2
0
1
5
年（
平
成
27
年
）に
設
立
70

周
年
を
迎
え
ま
す
。

　
我
が
グ
ル
ー
プ
は
、鹿
児
島
を
中
心

と
し
た
九
州
に
根
差
し
た
企
業
集
団
で

あ
り
、九
州
の
発
展
な
く
し
て
我
が
グ

ル
ー
プ
の
発
展
は
あ
り
ま
せ
ん
。今
後

も
地
元
の
発
展
に
尽
力
し
、地
域
社

会・お
客
様・お
取
引
先・株
主
様
等
に

信
頼
さ
れ
、成
長
し
続
け
る
こ
と
が

「
南
国
グ
ル
ー
プ
」の
存
在
理
由
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。こ
れ
ま
で
受
け
継
が

れ
て
き
た
企
業
文
化・風
土
を
大
切
に

守
り
、1
0
0
年
永
続
す
る
企
業
集
団

を
目
指
し
、精
進
し
て
い
く
所
存
で
す
。

　４つの主力事業を基盤に、九州を代表する総合商社として、確固たる地位を
築いておられます。
　本日の対談では、永山社長の「地元に対する深い愛情」を感じました。
　最近は、鹿児島中央駅前の再開発から、ユニークな「かごっまふるさと屋台
村」の開村まで様々な事業に取り組まれ、全てが地域社会の発展につながって
います。
　これからも地域社会への貢献を続けられ、貴グループが益々発展されるこ
とを祈念致します。

グ
ル
ー
プ
経
営
基
本
理
念
を
胸
に

地
域
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
で
、

1
0
0
年
永
続
企
業
へ

▲賑わう「かごっまふるさと屋台村」▲永山社長

▲創業社長 上野喜左衛門

▲南国グループ行動憲章

▲1957年オープン当時の阿久根給油所▲1950年当時の新聞広告
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▲後列左端 今村取締役、後列左から6番目より平原取締役、上野常務、永山社長、谷頭取、西村支店長（福岡銀行）

福岡銀行
谷　正明取締役頭取

◎インタビューを終えて

南国殖産 株式会社

産
業
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
設
計・施
工・販

売
を
行
う「
機
械
設
備
事
業
」で
す
。

　「
南
国
グ
ル
ー
プ
」は
、南
国
殖
産

を
中
心
に
子
会
社・関
係
会
社
40
社
で

形
成
さ
れ
、連
結
売
上
高
2
，1
0
0

億
円
、従
業
員
2
，7
0
0
名（
臨
時

雇
用
含
む
）を
擁
す
る
企
業
集
団
と

し
て
成
長
を
続
け
て
お
り
、い
ず
れ
の

会
社
も
常
に
時
代
の
変
化
を
促
え
、攻

め
の
展
開
で
着
実
に
成
果
を
あ
げ
る

こ
と
が
出
来
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
に
は
、起
業
家
精
神（
新
し

い
事
業
分
野
に
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
精
神
）に
富
む
創
業
者
、上
野
喜

左
衛
門
の
志
が
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て

お
り
、先
進
的
な
成
長
分
野
に
取
り
組

む
企
業
風
土
が
醸
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
私
も
主
要
事
業
に
注
力
す
る
一
方

で
様
々
な
事
業
を
模
索
し
、次
世
代
ビ

ジ
ネ
ス
と
な
る
新
規
事
業
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。

　
我
が
社
は
、第
二
次
世
界
大
戦
中
の

1
9
4
5
年（
昭
和
20
年
）３
月
、上
野

き
ざ
え
も
ん

喜
左
衛
門
に
よ
り「
南
国
兵
器 

株
式

会
社
」と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。喜
左

衛
門
は
、終
戦
後
の
同
年
10
月
に「
南

国
殖
産 

株
式
会
社
」へ
と
社
名
を
変
更

し
、「
地
元
の
産
物
を
中
央
に
出
し
、地

元
で
必
要
な
資
材
を
中
央
か
ら
集
め
、

皆
様
の
お
役
に
立
ち
た
い
」と
、会
社
の

方
向
性
を
商
社
へ
と
導
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、セ
メ
ン
ト
や
砿
油
類・酒
類

の
販
売
等
、徐
々
に
業
容
を
拡
大
し
、現

在
で
は
４
つ
の
事
業
を
核
と
す
る
総
合
商

社
と
し
て
、鹿
児
島
を
中
心
と
し
た
九
州

を
拠
点
に
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
４
つ
の
事
業
と
は
、ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
展
開
を
主
軸
と
す
る「
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
」、携
帯
電
話
の
販
売
代
理
店
等

を
展
開
す
る「
情
報
通
信
事
業
」、建

築・土
木
資
材
の
設
計・施
工・販
売
を

行
う「
建
設
資
材
事
業
」、エ
レ
ベ
ー

タ
ー
や
太
陽
光
発
電
設
備
等
の
生
活・

お
見
合
い
パ
ー
テ
ィ
ー「
村
コ
ン
」や「
ご

当
地
鍋
グ
ラ
ン
プ
リ
」と
い
っ
た
イ
ベ
ン

ト
も
奏
功
し
、開
村
１
年
で
来
村
者
50

万
人
を
突
破
し
ま
し
た
。夕
方
は
多
く

の
方
が
訪
れ
、新
名
所
と
し
て
の
知
名

度
も
高
ま
っ
て
お
り
、「
地
域
社
会
へ
の

貢
献
」に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
と
思
って
い
ま
す
。

　
我
が
社
は
地
域
の
総
合
商
社
で
あ

り
、オ
リ
ジ
ナ
ル
の
商
品
は
あ
り
ま
せ

ん
。従
っ
て
、「
人
こ
そ
財
産
」と
い
う
考

え
の
も
と
、「
人
財
」で
他
社
と
の
差
別

化
を
図
っ
て
い
ま
す
。そ
の
為
、人
財
育

成
に
特
に
注
力
し
て
お
り
、入
社
前
通

信
教
育
を
は
じ
め
、新
入
社
員
研
修・評

価
研
修・職
階
別
研
修・職
種
別
研
修

等
、多
彩
な
研
修
制
度
に
よ
って
社
員
の

能
力
を
高
め
、社
員
の
能
力
の
伸
長
に

は
昇
進
や
報
奨
等
で
応
え
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、お
取
引
先
や
地
域
社
会
の

皆
様
か
ら
信
頼
を
寄
せ
て
頂
け
る
企
業

で
あ
る
為
に
、企
業
と
し
て
の「
社
会
的

責
任（
企
業
活
動
の
過
程
に
お
い
て
、法

令
及
び
社
会
的
規
範
を
遵
守
す
る
こ

と
、高
い
倫
理
観・道
徳
観
に
立
っ
て
自

ク
シ
ョ
ン
か
ら
吸
い
上
げ
た
情
報
を
も

と
に
、「
ミ
ド
ル
ア
ッ
プ
・ミ
ド
ル
ダ
ウ

ン
」と
い
う
我
が
社
の
強
み
を
維
持
し

な
が
ら
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
進
め
て
い
ま

す
。つ
ま
り
、社
員
が
集
め
た
情
報
が
社

長
で
あ
る
私
の
と
こ
ろ
ま
で
上
が
って
く

る
風
通
し
の
良
さ
と
、意
思
決
定
の
迅

速
さ
が
我
が
社
の
強
み
と
言
え
ま
す
。

　
我
が
グ
ル
ー
プ
で
は
、「
社
会
貢

献
」「
人
こ
そ
財
産
」「
社
会
的
責
任
」

を
経
営
基
本
理
念
と
し
て
い
ま
す
。

　
九
州
新
幹
線
の
全
線
開
通
を
地
域

活
性
化
に
つ
な
げ
る
為
、昨
年
、J
R
鹿

児
島
中
央
駅
前
に「
か
ご
っ
ま
ふ
る
さ

と
屋
台
村
」を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。こ

の
屋
台
村
は
、鹿
児
島
ブ
ラ
ン
ド
の
黒

豚
や
焼
酎
を
味
わ
え
る
拠
点
で
あ
る
と

と
も
に
、鹿
児
島
県
産
品
の
情
報
発
信

地
と
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、若
手
企
業

家
育
成
も
屋
台
村
創
設
の
目
的
の
一
つ

で
あ
る
為
、家
賃
は
格
安
に
設
定
し
て

い
ま
す
。1
0
0
対
1
0
0
の
大
規
模

た
。現
在
、鹿
児
島
県
内
３
ヵ
所
で
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
が
稼
動
し
て
い
る

他
、鹿
児
島
・
熊
本
・
宮
崎
等
九
州
各

地
で
、2
0
1
5
年
ま
で
の
３
ヵ
年
に

約
40
ヵ
所
、1
0
0
Ｍ
Ｗ
の
大
規
模
発

電
所
を
建
設
す
る
予
定
で
す
。ま
た
、

小
水
力
発
電
分
野
に
も
参
入
し
、同

年
１
月
に「
九
州
発
電 

株
式
会
社
」に

資
本
参
加
し
ま
し
た
。こ
ち
ら
は
、霧

島
、き
も
つ
き

肝
属
の
２
ヵ
所
に
発
電
所
を
建
設

中
で
、今
後
約
40
ヵ
所
に
小
水
力
発
電

施
設
を
建
設
す
る
計
画
で
す
。

　
こ
れ
ら
に
加
え
、新
ビ
ジ
ネ
ス
の
芽

も
育
て
て
い
ま
す
。例
え
ば
、鹿
児
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県
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安
心・安
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農
産
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全
国
に

広
め
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、「
南
国
フ
ァ
ー
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株
式
会

社
」を
設
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し
ま
し
た
。成
功
の
為
の

必
要
条
件
で
あ
る「
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

の
農
業
経
験
を
持
つ
プ
ロ
ス
タ
ッ
フ
」

と「
確
か
な
販
売
先
」を
確
保
し
て
お

り
、今
後
の
注
力
事
業
で
す
。医
療
・

介
護
分
野
に
お
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て
は
、病
院
と
の
合

弁
で
高
齢
者
専
用
賃
貸
住
宅
を
運
営

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
の
ほ
と
ん
ど
は
、各
セ

　
そ
の
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R
鹿
児
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中
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前
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児
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献
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タ
ー
で
の
勤
務
経
験
を
活
か
し
て
、

「
最
期
の
時
は
自
宅
で
過
ご
し
た
い
」

と
い
う
患
者
さ
ん
の
願
い
に
応
え
た
も

の
で
す
。96
年（
平
成
8
年
）に
当
ハ
ウ

ス
を
作
っ
た
の
も
、和
室
の
病
室
が
あ

る
の
も
患
者
さ
ん
の
希
望
に
応
え
た

も
の
で
す
。

　
ま
た
、私
が
患
者
さ
ん
と
直
接
触
れ

合
う
中
で
、社
会
を
見
渡
し
て
み
て
感

じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、ト
ッ

プ
と
現
場
ス
タ
ッ
フ
と
が
離
れ
す
ぎ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。ト
ッ
プ
が
現

場
を
よ
く
知
り
、現
場
で
楽
し
む
こ
と

が
組
織
の
成
功
に
繋
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
。で
す
か
ら
私
は
、患
者
さ
ん
と

よ
く
会
っ
て
話
す
こ
と
を
心
が
け
て
い

ま
す
。

　
現
場
が
大
事
と
い
う
言
葉
は
、私
に

と
っ
て
も
教
訓
に
な
り
ま
す
ね
。先
生

は
人
材
育
成
に
も
注
力
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
が
、「
N
P
O
法
人 

風
に
立

つ
ラ
イ
オ
ン
」の
お
話
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
た
だ
し
患
者
さ
ん
と
の
距
離
感
は

重
要
で
す
。ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の

柳
田
邦
夫
氏
が
提
唱
す
る「
2.5
人
称

の
視
点
」に
基
づ
く
医
療〔
患
者
本
人

（
１
人
称
）や
家
族（
２
人
称
）に
寄
り
添

い
つ
つ
、専
門
家（
３
人
称
）と
し
て
の
冷

静
な
目
を
備
え
た
医
療
〕を
理
想
と
し

て
い
ま
す
。当
ハ
ウ
ス
は
、適
度
な
距
離

感（
2.5
人
称
）を
保
ち
な
が
ら
、細
や
か

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
為
の
適
正

な
規
模
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　「
患
者
さ
ん
が
観
客
」と
は
ユ
ニ
ー

ク
で
す
ね
。そ
の
よ
う
な
考
え
の
下
で
、

先
生
が
心
が
け
て
い
る
こ
と
や
感
じ

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
私
は「
手
の
ぬ
く
も
り
と
お
も
て
な

し
の
シ
ャ
ワ
ー
」と
い
う
理
念
を
掲
げ

て
患
者
さ
ん
を
ケ
ア
し
て
き
ま
し
た
。

医
療
の
場
で
は
、患
者
さ
ん
が
主
体
で

す
。父
の
産
婦
人
科
を
継
い
だ
後
、91

年（
平
成
3
年
）に
在
宅
ホ
ス
ピ
ス（
終

末
期
の
緩
和
ケ
ア
を
行
う
施
設
）を
開

始
し
ま
し
た
。こ
れ
は
国
立
が
ん
セ
ン

す
る
ま
で
に
は
苦
労
も
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
苦
労
し
た
点
は〝
N
A
G
A
Y
A 

T
O
W
E
R
〞を
作
る
と
い
う
思
い
を

持
ち
続
け
る
こ
と
で
し
た
。「
医
療
な

の
か
福
祉
な
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
」

「
成
功
す
る
は
ず
が
な
い
」と
言
う
方

が
多
く
い
ま
し
た
。し
か
し
、う
ま
く

い
く
と
信
じ
て
、愚
直
に
前
に
進
む
者

が
良
い
結
果
を
手
に
で
き
る
と
確
信

し
て
い
た
為
、結
果
が
出
る
ま
で
の
過

程
は
ほ
と
ん
ど
気
に
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
ま
さ
に
信
念
で
す
ね
。最
後
に
、今

後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
私
の
理
想
と
す
る「
医
療
文
化
」を

世
界
に
広
め
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い

で
、今
の
仕
事
を
頑
張
っ
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。た
だ
し
、当
ハ
ウ
ス
は

私
の
理
念「
手
の
ぬ
く
も
り
と
お
も
て

な
し
の
シ
ャ
ワ
ー
」を
実
現
す
る
の
に
適

切
な
規
模
だ
と
考
え
て
い
る
為
、今
の

末
期
の
が
ん
患
者
は
ホ
ス
ピ
ス
と
、同

じ
境
遇
の
人
ば
か
り
を
集
め
る
の
で
は

な
く
、古
き
良
き
時
代
の「
長
屋
」の

よ
う
に
、い
ろ
ん
な
人
が
一
つ
の
建
物

に
い
て
、相
互
に
助
け
合
う
環
境
を
作

り
た
い
と
思
い
、〝
N
A
G
A
Y
A 

T
O
W
E
R 

P
R
O
J
E
C
T
〞を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
で
す
か
ら

〝
N
A
G
A
Y
A 

T
O
W
E
R
〞で
は
、

あ
え
て
自
室
で
生
活
が
完
結
し
な
い

よ
う
に
す
る
一
方
、豊
富
な
共
用
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
て
交
流
を
促
す
仕
組
み

を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、こ
こ
に
勤
務
し
て
い
る

社
会
福
祉
士
は
、大
学
生
の
時
に
マ

ザ
ー
・テ
レ
サ
の
施
設
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
私
の

〝
N
A
G
A
Y
A 

T
O
W
E
R
〞へ
の

思
い
に
強
く
共
感
し
て
く
れ
、関
西
の

大
学
を
卒
業
後
、す
ぐ
に
就
職
し
て

く
れ
た
の
で
す
。

　「
長
屋
」の
よ
う
に
、住
民
み
ん
な
が

知
り
合
い
で
助
け
あ
う
住
ま
い
で
す

ね
。こ
う
し
た
理
想
を
追
求
し
、形
に

を
癒
し
た
り
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
と

す
れ
ば
、マ
ザ
ー・テ
レ
サ
の
施
設
は
自

分
を
見
つ
め
直
し
、磨
く
場
所
と
言
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。日
本
に
そ
ん

な
場
所
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。出

来
れ
ば
、当
ハ
ウ
ス
も
そ
う
い
う
場
に

近
づ
く
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
本
年
４
月
に
、〞N
A
G
A
Y
A 

T
O
W
E
R（
ナ
ガ
ヤ
タ
ワ
ー
）〞と
い

う
今
ま
で
に
な
い
賃
貸
住
宅
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
ね
。ど
の
よ
う
な
コ
ン

セ
プ
ト
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
昔
と
比
べ
る
と
、今
の
時
代
は「
社

会
的
孤
立
」や「
精
神
的
孤
独
」の
中

に
い
る
人
が
増
え
て
い
る
気
が
し
ま

す
。老
老
介
護
が
多
い
現
状
を
見
て

も
、そ
れ
が
分
か
る
と
思
い
ま
す
。そ

こ
で
、血
の
つ
な
が
り
に
と
ら
わ
れ
な
い

人
間
同
士
の
絆
を
大
切
に
し
た
、新
し

い
共
同
体
が
必
要
と
考
え
た
わ
け
で

す
。今
ま
で
の
よ
う
に
、老
人
は
老
人

施
設
、障
が
い
者
は
障
が
い
者
施
設
、

　「
風
に
立
つ
ラ
イ
オ
ン
」は
、良
き
医

療
人
の
育
成
の
為
に
2
0
0
2
年（
平

成
14
年
）に
設
立
し
ま
し
た
。こ
こ
で

は
毎
年
、イ
ン
ド
の
マ
ザ
ー・テ
レ
サ
の

ホ
ス
ピ
ス
施
設
に
医
学
生
等
を
派
遣

し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。こ
の
法
人
名
は
、ア
フ
リ
カ
で
医

療
に
従
事
し
た
日
本
人
医
師
を
題
材

に
し
た
、歌
手
の
さ
だ
ま
さ
し
氏
の
曲

「
風
に
立
つ
ラ
イ
オ
ン
」か
ら
、同
氏
の

許
可
を
得
て
お
借
り
し
た
も
の
で
す
。

同
氏
は
最
近
、「
風
に
立
つ
ラ
イ
オ
ン
」

と
い
う
小
説
も
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
活
動
の
目
的
は
、ケ
ア
す
る
と
い
う

こ
と
が
ど
う
い
う
こ
と
か
を
最
貧
困
の

場
所
で
肌
で
感
じ
、命
に
寄
り
添
う

「
最
愛
医
療
」を
感
じ
て
貰
う
こ
と
で

す
。参
加
者
は
医
学
生
が
メ
イ
ン
で
す

が
、中
年
世
代
を
は
じ
め
、60
代
の
人

等
、様
々
な
年
代
の
一
般
の
方
も
参
加

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
思
え
ば
日
本
の
中
年
世
代
は
も
の

す
ご
く「
心
が
渇
い
て
い
る
」気
が
し

ま
す
。こ
の
活
動
に
様
々
な
人
が
参
加

し
、人
生
を
見
直
し
た
り
、心
の
渇
き

規
模
を
維
持
し
た
い
で
す
ね
。「
最
大
」

で
は
な
く「
最
高
」を
目
指
し
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、こ
れ
は
私
か
ら
金
融
機

関
の
方
々
へ
の
お
願
い
で
す
が
、興
業

銀
行
、農
業
銀
行
の
よ
う
に
、ぜ
ひ
医

療
福
祉
銀
行
を
作
っ
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。診
断
書
に
基
づ
い
て
、が
ん
の
末

期
患
者
に
低
金
利
で
、し
か
も
担
保
や

保
証
人
を
必
要
と
し
な
い
で
、お
金
を

貸
し
出
す
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
で
き
れ

ば
素
晴
ら
し
い
。最
初
に
実
施
し
た
と

こ
ろ
は「
世
界
初
」と
し
て
、ネ
ー
ム
バ

リ
ュ
ー
も
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。

　
人
を
見
つ
め
、人
に
寄
り
添
っ
て
き
た

堂
園
先
生
ら
し
い
発
想
で
す
ね
。私
ど

も
と
し
て
も
、貴
重
な
ご
意
見
と
し
て

賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。本
日
は
お
忙

し
い
中
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲左から堂園理事長、林頭取

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

取
引
店
／
熊
本
銀
行 

鹿
児
島
支
店

医療法人 堂園メディカルハウス

医
療
法
人 

堂
園
メ
デ
ィ
カ
ル
ハ
ウ
ス

理
事
長

新
し
い
医
療
文
化
、絆
再
生
の
試
み
を

薩
摩
の
地
か
ら
世
界
へ
発
信
。

堂
園 

晴
彦
氏

化
の
日（
11
月
３
日
）で
、「
医
療
は
文

化
で
あ
る
」と
い
う
私
の
思
い
を
込
め

て
い
ま
す
。「
メ
デ
ィ
カ
ル
ハ
ウ
ス
」と
い

う
名
前
に
も
２
つ
の
意
味
を
込
め
て
い

ま
す
。１
つ
は「
病
院
の
中
に
家
庭
の

雰
囲
気
を
」と
い
う
理
念
、も
う
１
つ

は
ド
イ
ツ
で
優
れ
た
芸
術
家
を
輩
出

し
た「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
」の
よ
う
に
、優
れ

た
ホ
ス
ピ
ス
医
療
従
事
者
を
送
り
出

し
た
い
と
い
う
願
い
で
す
。

　
私
が
患
者
さ
ん
と
接
す
る
と
き
に

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
に
、持
論
で
あ

る「
患
者
観
客
論
」と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
。こ
れ
は
、医
療
機
関（
建
物
）

が
舞
台
で
、医
師
や
看
護
師
が「
演

者
」、患
者
さ
ん
が「
観
客
」で
あ
る
と

い
う
独
自
の
考
え
方
で
す
。舞
台
で

は
、演
目
の
途
中
で
演
者
が
変
わ
っ
て

し
ま
う
と
観
客
は
感
情
移
入
す
る
こ

と
が
出
来
ず
、満
足
し
ま
せ
ん
。こ
れ

と
同
じ
で
、患
者
さ
ん
に
満
足
し
て
貰

え
る
医
療
を
提
供
す
る
為
に
は
、出

来
る
だ
け
同
じ
ス
タ
ッ
フ
が
患
者
さ
ん

を
看
続
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。

「
堂
園
メ
デ
ィ
カ
ル
ハ
ウ
ス
」と

い
う
名
前
に
つ
い
て
で
す
が
、

「
病
院
」で
は
な
く「
ハ
ウ
ス
」と
し
た

部
分
に
、先
生
の
哲
学・思
想
が
感
じ

ら
れ
ま
す
ね
。

祖
父
の
代
か
ら
地
域
医
療
を

し
て
い
ま
す
。1
9
9
1
年

（
平
成
3
年
）に
父
の
跡（
堂
園
産
婦

人
科
）を
私
が
継
ぎ
ま
し
た
。そ
し
て

96
年（
平
成
８
年
）に
総
合
内
科
、が

ん
総
合
診
療
科
等
を
備
え
た
有
床
診

療
所
を
設
立
し
ま
し
た
。設
立
は
文

林頭取堂園理事長
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タ
ー
で
の
勤
務
経
験
を
活
か
し
て
、

「
最
期
の
時
は
自
宅
で
過
ご
し
た
い
」

と
い
う
患
者
さ
ん
の
願
い
に
応
え
た
も

の
で
す
。96
年（
平
成
8
年
）に
当
ハ
ウ

ス
を
作
っ
た
の
も
、和
室
の
病
室
が
あ

る
の
も
患
者
さ
ん
の
希
望
に
応
え
た

も
の
で
す
。

　
ま
た
、私
が
患
者
さ
ん
と
直
接
触
れ

合
う
中
で
、社
会
を
見
渡
し
て
み
て
感

じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、ト
ッ

プ
と
現
場
ス
タ
ッ
フ
と
が
離
れ
す
ぎ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。ト
ッ
プ
が
現

場
を
よ
く
知
り
、現
場
で
楽
し
む
こ
と

が
組
織
の
成
功
に
繋
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
。で
す
か
ら
私
は
、患
者
さ
ん
と

よ
く
会
っ
て
話
す
こ
と
を
心
が
け
て
い

ま
す
。

　
現
場
が
大
事
と
い
う
言
葉
は
、私
に

と
っ
て
も
教
訓
に
な
り
ま
す
ね
。先
生

は
人
材
育
成
に
も
注
力
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
が
、「
N
P
O
法
人 

風
に
立

つ
ラ
イ
オ
ン
」の
お
話
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
た
だ
し
患
者
さ
ん
と
の
距
離
感
は

重
要
で
す
。ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の

柳
田
邦
夫
氏
が
提
唱
す
る「
2.5
人
称

の
視
点
」に
基
づ
く
医
療〔
患
者
本
人

（
１
人
称
）や
家
族（
２
人
称
）に
寄
り
添

い
つ
つ
、専
門
家（
３
人
称
）と
し
て
の
冷

静
な
目
を
備
え
た
医
療
〕を
理
想
と
し

て
い
ま
す
。当
ハ
ウ
ス
は
、適
度
な
距
離

感（
2.5
人
称
）を
保
ち
な
が
ら
、細
や
か

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
為
の
適
正

な
規
模
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　「
患
者
さ
ん
が
観
客
」と
は
ユ
ニ
ー

ク
で
す
ね
。そ
の
よ
う
な
考
え
の
下
で
、

先
生
が
心
が
け
て
い
る
こ
と
や
感
じ

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
私
は「
手
の
ぬ
く
も
り
と
お
も
て
な

し
の
シ
ャ
ワ
ー
」と
い
う
理
念
を
掲
げ

て
患
者
さ
ん
を
ケ
ア
し
て
き
ま
し
た
。

医
療
の
場
で
は
、患
者
さ
ん
が
主
体
で

す
。父
の
産
婦
人
科
を
継
い
だ
後
、91

年（
平
成
3
年
）に
在
宅
ホ
ス
ピ
ス（
終

末
期
の
緩
和
ケ
ア
を
行
う
施
設
）を
開

始
し
ま
し
た
。こ
れ
は
国
立
が
ん
セ
ン

す
る
ま
で
に
は
苦
労
も
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
苦
労
し
た
点
は〝
N
A
G
A
Y
A 

T
O
W
E
R
〞を
作
る
と
い
う
思
い
を

持
ち
続
け
る
こ
と
で
し
た
。「
医
療
な

の
か
福
祉
な
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
」

「
成
功
す
る
は
ず
が
な
い
」と
言
う
方

が
多
く
い
ま
し
た
。し
か
し
、う
ま
く

い
く
と
信
じ
て
、愚
直
に
前
に
進
む
者

が
良
い
結
果
を
手
に
で
き
る
と
確
信

し
て
い
た
為
、結
果
が
出
る
ま
で
の
過

程
は
ほ
と
ん
ど
気
に
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
ま
さ
に
信
念
で
す
ね
。最
後
に
、今

後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
私
の
理
想
と
す
る「
医
療
文
化
」を

世
界
に
広
め
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い

で
、今
の
仕
事
を
頑
張
っ
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。た
だ
し
、当
ハ
ウ
ス
は

私
の
理
念「
手
の
ぬ
く
も
り
と
お
も
て

な
し
の
シ
ャ
ワ
ー
」を
実
現
す
る
の
に
適

切
な
規
模
だ
と
考
え
て
い
る
為
、今
の

末
期
の
が
ん
患
者
は
ホ
ス
ピ
ス
と
、同

じ
境
遇
の
人
ば
か
り
を
集
め
る
の
で
は

な
く
、古
き
良
き
時
代
の「
長
屋
」の

よ
う
に
、い
ろ
ん
な
人
が
一
つ
の
建
物

に
い
て
、相
互
に
助
け
合
う
環
境
を
作

り
た
い
と
思
い
、〝
N
A
G
A
Y
A 

T
O
W
E
R 

P
R
O
J
E
C
T
〞を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
で
す
か
ら

〝
N
A
G
A
Y
A 

T
O
W
E
R
〞で
は
、

あ
え
て
自
室
で
生
活
が
完
結
し
な
い

よ
う
に
す
る
一
方
、豊
富
な
共
用
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
て
交
流
を
促
す
仕
組
み

を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、こ
こ
に
勤
務
し
て
い
る

社
会
福
祉
士
は
、大
学
生
の
時
に
マ

ザ
ー
・テ
レ
サ
の
施
設
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
私
の

〝
N
A
G
A
Y
A 

T
O
W
E
R
〞へ
の

思
い
に
強
く
共
感
し
て
く
れ
、関
西
の

大
学
を
卒
業
後
、す
ぐ
に
就
職
し
て

く
れ
た
の
で
す
。

　「
長
屋
」の
よ
う
に
、住
民
み
ん
な
が

知
り
合
い
で
助
け
あ
う
住
ま
い
で
す

ね
。こ
う
し
た
理
想
を
追
求
し
、形
に

を
癒
し
た
り
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
と

す
れ
ば
、マ
ザ
ー・テ
レ
サ
の
施
設
は
自

分
を
見
つ
め
直
し
、磨
く
場
所
と
言
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。日
本
に
そ
ん

な
場
所
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。出

来
れ
ば
、当
ハ
ウ
ス
も
そ
う
い
う
場
に

近
づ
く
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
本
年
４
月
に
、〞N
A
G
A
Y
A 

T
O
W
E
R（
ナ
ガ
ヤ
タ
ワ
ー
）〞と
い

う
今
ま
で
に
な
い
賃
貸
住
宅
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
ね
。ど
の
よ
う
な
コ
ン

セ
プ
ト
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
昔
と
比
べ
る
と
、今
の
時
代
は「
社

会
的
孤
立
」や「
精
神
的
孤
独
」の
中

に
い
る
人
が
増
え
て
い
る
気
が
し
ま

す
。老
老
介
護
が
多
い
現
状
を
見
て

も
、そ
れ
が
分
か
る
と
思
い
ま
す
。そ

こ
で
、血
の
つ
な
が
り
に
と
ら
わ
れ
な
い

人
間
同
士
の
絆
を
大
切
に
し
た
、新
し

い
共
同
体
が
必
要
と
考
え
た
わ
け
で

す
。今
ま
で
の
よ
う
に
、老
人
は
老
人

施
設
、障
が
い
者
は
障
が
い
者
施
設
、

　「
風
に
立
つ
ラ
イ
オ
ン
」は
、良
き
医

療
人
の
育
成
の
為
に
2
0
0
2
年（
平

成
14
年
）に
設
立
し
ま
し
た
。こ
こ
で

は
毎
年
、イ
ン
ド
の
マ
ザ
ー・テ
レ
サ
の

ホ
ス
ピ
ス
施
設
に
医
学
生
等
を
派
遣

し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。こ
の
法
人
名
は
、ア
フ
リ
カ
で
医

療
に
従
事
し
た
日
本
人
医
師
を
題
材

に
し
た
、歌
手
の
さ
だ
ま
さ
し
氏
の
曲

「
風
に
立
つ
ラ
イ
オ
ン
」か
ら
、同
氏
の

許
可
を
得
て
お
借
り
し
た
も
の
で
す
。

同
氏
は
最
近
、「
風
に
立
つ
ラ
イ
オ
ン
」

と
い
う
小
説
も
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
活
動
の
目
的
は
、ケ
ア
す
る
と
い
う

こ
と
が
ど
う
い
う
こ
と
か
を
最
貧
困
の

場
所
で
肌
で
感
じ
、命
に
寄
り
添
う

「
最
愛
医
療
」を
感
じ
て
貰
う
こ
と
で

す
。参
加
者
は
医
学
生
が
メ
イ
ン
で
す

が
、中
年
世
代
を
は
じ
め
、60
代
の
人

等
、様
々
な
年
代
の
一
般
の
方
も
参
加

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
思
え
ば
日
本
の
中
年
世
代
は
も
の

す
ご
く「
心
が
渇
い
て
い
る
」気
が
し

ま
す
。こ
の
活
動
に
様
々
な
人
が
参
加

し
、人
生
を
見
直
し
た
り
、心
の
渇
き

規
模
を
維
持
し
た
い
で
す
ね
。「
最
大
」

で
は
な
く「
最
高
」を
目
指
し
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、こ
れ
は
私
か
ら
金
融
機

関
の
方
々
へ
の
お
願
い
で
す
が
、興
業

銀
行
、農
業
銀
行
の
よ
う
に
、ぜ
ひ
医

療
福
祉
銀
行
を
作
っ
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。診
断
書
に
基
づ
い
て
、が
ん
の
末

期
患
者
に
低
金
利
で
、し
か
も
担
保
や

保
証
人
を
必
要
と
し
な
い
で
、お
金
を

貸
し
出
す
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
で
き
れ

ば
素
晴
ら
し
い
。最
初
に
実
施
し
た
と

こ
ろ
は「
世
界
初
」と
し
て
、ネ
ー
ム
バ

リ
ュ
ー
も
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。

　
人
を
見
つ
め
、人
に
寄
り
添
っ
て
き
た

堂
園
先
生
ら
し
い
発
想
で
す
ね
。私
ど

も
と
し
て
も
、貴
重
な
ご
意
見
と
し
て

賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。本
日
は
お
忙

し
い
中
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

▲左から堂園理事長、林頭取

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

取
引
店
／
熊
本
銀
行 

鹿
児
島
支
店

医療法人 堂園メディカルハウス

医
療
法
人 

堂
園
メ
デ
ィ
カ
ル
ハ
ウ
ス

理
事
長

新
し
い
医
療
文
化
、絆
再
生
の
試
み
を

薩
摩
の
地
か
ら
世
界
へ
発
信
。

堂
園 

晴
彦
氏

化
の
日（
11
月
３
日
）で
、「
医
療
は
文

化
で
あ
る
」と
い
う
私
の
思
い
を
込
め

て
い
ま
す
。「
メ
デ
ィ
カ
ル
ハ
ウ
ス
」と
い

う
名
前
に
も
２
つ
の
意
味
を
込
め
て
い

ま
す
。１
つ
は「
病
院
の
中
に
家
庭
の

雰
囲
気
を
」と
い
う
理
念
、も
う
１
つ

は
ド
イ
ツ
で
優
れ
た
芸
術
家
を
輩
出

し
た「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
」の
よ
う
に
、優
れ

た
ホ
ス
ピ
ス
医
療
従
事
者
を
送
り
出

し
た
い
と
い
う
願
い
で
す
。

　
私
が
患
者
さ
ん
と
接
す
る
と
き
に

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
に
、持
論
で
あ

る「
患
者
観
客
論
」と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
。こ
れ
は
、医
療
機
関（
建
物
）

が
舞
台
で
、医
師
や
看
護
師
が「
演

者
」、患
者
さ
ん
が「
観
客
」で
あ
る
と

い
う
独
自
の
考
え
方
で
す
。舞
台
で

は
、演
目
の
途
中
で
演
者
が
変
わ
っ
て

し
ま
う
と
観
客
は
感
情
移
入
す
る
こ

と
が
出
来
ず
、満
足
し
ま
せ
ん
。こ
れ

と
同
じ
で
、患
者
さ
ん
に
満
足
し
て
貰

え
る
医
療
を
提
供
す
る
為
に
は
、出

来
る
だ
け
同
じ
ス
タ
ッ
フ
が
患
者
さ
ん

を
看
続
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。

「
堂
園
メ
デ
ィ
カ
ル
ハ
ウ
ス
」と

い
う
名
前
に
つ
い
て
で
す
が
、

「
病
院
」で
は
な
く「
ハ
ウ
ス
」と
し
た

部
分
に
、先
生
の
哲
学・思
想
が
感
じ

ら
れ
ま
す
ね
。

祖
父
の
代
か
ら
地
域
医
療
を

し
て
い
ま
す
。1
9
9
1
年

（
平
成
3
年
）に
父
の
跡（
堂
園
産
婦

人
科
）を
私
が
継
ぎ
ま
し
た
。そ
し
て

96
年（
平
成
８
年
）に
総
合
内
科
、が

ん
総
合
診
療
科
等
を
備
え
た
有
床
診

療
所
を
設
立
し
ま
し
た
。設
立
は
文

林頭取堂園理事長
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タ
ー
で
の
勤
務
経
験
を
活
か
し
て
、

「
最
期
の
時
は
自
宅
で
過
ご
し
た
い
」

と
い
う
患
者
さ
ん
の
願
い
に
応
え
た
も

の
で
す
。96
年（
平
成
8
年
）に
当
ハ
ウ

ス
を
作
っ
た
の
も
、和
室
の
病
室
が
あ

る
の
も
患
者
さ
ん
の
希
望
に
応
え
た

も
の
で
す
。

　
ま
た
、私
が
患
者
さ
ん
と
直
接
触
れ

合
う
中
で
、社
会
を
見
渡
し
て
み
て
感

じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、ト
ッ

プ
と
現
場
ス
タ
ッ
フ
と
が
離
れ
す
ぎ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。ト
ッ
プ
が
現

場
を
よ
く
知
り
、現
場
で
楽
し
む
こ
と

が
組
織
の
成
功
に
繋
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
。で
す
か
ら
私
は
、患
者
さ
ん
と

よ
く
会
っ
て
話
す
こ
と
を
心
が
け
て
い

ま
す
。

　
現
場
が
大
事
と
い
う
言
葉
は
、私
に

と
っ
て
も
教
訓
に
な
り
ま
す
ね
。先
生

は
人
材
育
成
に
も
注
力
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
が
、「
N
P
O
法
人 

風
に
立

つ
ラ
イ
オ
ン
」の
お
話
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
た
だ
し
患
者
さ
ん
と
の
距
離
感
は

重
要
で
す
。ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の

柳
田
邦
夫
氏
が
提
唱
す
る「
2.5
人
称

の
視
点
」に
基
づ
く
医
療〔
患
者
本
人

（
１
人
称
）や
家
族（
２
人
称
）に
寄
り
添

い
つ
つ
、専
門
家（
３
人
称
）と
し
て
の
冷

静
な
目
を
備
え
た
医
療
〕を
理
想
と
し

て
い
ま
す
。当
ハ
ウ
ス
は
、適
度
な
距
離

感（
2.5
人
称
）を
保
ち
な
が
ら
、細
や
か

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
為
の
適
正

な
規
模
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　「
患
者
さ
ん
が
観
客
」と
は
ユ
ニ
ー

ク
で
す
ね
。そ
の
よ
う
な
考
え
の
下
で
、

先
生
が
心
が
け
て
い
る
こ
と
や
感
じ

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
私
は「
手
の
ぬ
く
も
り
と
お
も
て
な

し
の
シ
ャ
ワ
ー
」と
い
う
理
念
を
掲
げ

て
患
者
さ
ん
を
ケ
ア
し
て
き
ま
し
た
。

医
療
の
場
で
は
、患
者
さ
ん
が
主
体
で

す
。父
の
産
婦
人
科
を
継
い
だ
後
、91

年（
平
成
3
年
）に
在
宅
ホ
ス
ピ
ス（
終

末
期
の
緩
和
ケ
ア
を
行
う
施
設
）を
開

始
し
ま
し
た
。こ
れ
は
国
立
が
ん
セ
ン

す
る
ま
で
に
は
苦
労
も
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
苦
労
し
た
点
は〝
N
A
G
A
Y
A 

T
O
W
E
R
〞を
作
る
と
い
う
思
い
を

持
ち
続
け
る
こ
と
で
し
た
。「
医
療
な

の
か
福
祉
な
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
」

「
成
功
す
る
は
ず
が
な
い
」と
言
う
方

が
多
く
い
ま
し
た
。し
か
し
、う
ま
く

い
く
と
信
じ
て
、愚
直
に
前
に
進
む
者

が
良
い
結
果
を
手
に
で
き
る
と
確
信

し
て
い
た
為
、結
果
が
出
る
ま
で
の
過

程
は
ほ
と
ん
ど
気
に
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
ま
さ
に
信
念
で
す
ね
。最
後
に
、今

後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
私
の
理
想
と
す
る「
医
療
文
化
」を

世
界
に
広
め
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い

で
、今
の
仕
事
を
頑
張
っ
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。た
だ
し
、当
ハ
ウ
ス
は

私
の
理
念「
手
の
ぬ
く
も
り
と
お
も
て

な
し
の
シ
ャ
ワ
ー
」を
実
現
す
る
の
に
適

切
な
規
模
だ
と
考
え
て
い
る
為
、今
の

末
期
の
が
ん
患
者
は
ホ
ス
ピ
ス
と
、同

じ
境
遇
の
人
ば
か
り
を
集
め
る
の
で
は

な
く
、古
き
良
き
時
代
の「
長
屋
」の

よ
う
に
、い
ろ
ん
な
人
が
一
つ
の
建
物

に
い
て
、相
互
に
助
け
合
う
環
境
を
作

り
た
い
と
思
い
、〝
N
A
G
A
Y
A 

T
O
W
E
R 

P
R
O
J
E
C
T
〞を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
で
す
か
ら

〝
N
A
G
A
Y
A 

T
O
W
E
R
〞で
は
、

あ
え
て
自
室
で
生
活
が
完
結
し
な
い

よ
う
に
す
る
一
方
、豊
富
な
共
用
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
て
交
流
を
促
す
仕
組
み

を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、こ
こ
に
勤
務
し
て
い
る

社
会
福
祉
士
は
、大
学
生
の
時
に
マ

ザ
ー
・テ
レ
サ
の
施
設
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
私
の

〝
N
A
G
A
Y
A 

T
O
W
E
R
〞へ
の

思
い
に
強
く
共
感
し
て
く
れ
、関
西
の

大
学
を
卒
業
後
、す
ぐ
に
就
職
し
て

く
れ
た
の
で
す
。

　「
長
屋
」の
よ
う
に
、住
民
み
ん
な
が

知
り
合
い
で
助
け
あ
う
住
ま
い
で
す

ね
。こ
う
し
た
理
想
を
追
求
し
、形
に

を
癒
し
た
り
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
と

す
れ
ば
、マ
ザ
ー・テ
レ
サ
の
施
設
は
自

分
を
見
つ
め
直
し
、磨
く
場
所
と
言
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。日
本
に
そ
ん

な
場
所
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。出

来
れ
ば
、当
ハ
ウ
ス
も
そ
う
い
う
場
に

近
づ
く
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
本
年
４
月
に
、〞N
A
G
A
Y
A 

T
O
W
E
R（
ナ
ガ
ヤ
タ
ワ
ー
）〞と
い

う
今
ま
で
に
な
い
賃
貸
住
宅
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
ね
。ど
の
よ
う
な
コ
ン

セ
プ
ト
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
昔
と
比
べ
る
と
、今
の
時
代
は「
社

会
的
孤
立
」や「
精
神
的
孤
独
」の
中

に
い
る
人
が
増
え
て
い
る
気
が
し
ま

す
。老
老
介
護
が
多
い
現
状
を
見
て

も
、そ
れ
が
分
か
る
と
思
い
ま
す
。そ

こ
で
、血
の
つ
な
が
り
に
と
ら
わ
れ
な
い

人
間
同
士
の
絆
を
大
切
に
し
た
、新
し

い
共
同
体
が
必
要
と
考
え
た
わ
け
で

す
。今
ま
で
の
よ
う
に
、老
人
は
老
人

施
設
、障
が
い
者
は
障
が
い
者
施
設
、

　「
風
に
立
つ
ラ
イ
オ
ン
」は
、良
き
医

療
人
の
育
成
の
為
に
2
0
0
2
年（
平

成
14
年
）に
設
立
し
ま
し
た
。こ
こ
で

は
毎
年
、イ
ン
ド
の
マ
ザ
ー・テ
レ
サ
の

ホ
ス
ピ
ス
施
設
に
医
学
生
等
を
派
遣

し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。こ
の
法
人
名
は
、ア
フ
リ
カ
で
医

療
に
従
事
し
た
日
本
人
医
師
を
題
材

に
し
た
、歌
手
の
さ
だ
ま
さ
し
氏
の
曲

「
風
に
立
つ
ラ
イ
オ
ン
」か
ら
、同
氏
の

許
可
を
得
て
お
借
り
し
た
も
の
で
す
。

同
氏
は
最
近
、「
風
に
立
つ
ラ
イ
オ
ン
」

と
い
う
小
説
も
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
活
動
の
目
的
は
、ケ
ア
す
る
と
い
う

こ
と
が
ど
う
い
う
こ
と
か
を
最
貧
困
の

場
所
で
肌
で
感
じ
、命
に
寄
り
添
う

「
最
愛
医
療
」を
感
じ
て
貰
う
こ
と
で

す
。参
加
者
は
医
学
生
が
メ
イ
ン
で
す

が
、中
年
世
代
を
は
じ
め
、60
代
の
人

等
、様
々
な
年
代
の
一
般
の
方
も
参
加

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
思
え
ば
日
本
の
中
年
世
代
は
も
の

す
ご
く「
心
が
渇
い
て
い
る
」気
が
し

ま
す
。こ
の
活
動
に
様
々
な
人
が
参
加

し
、人
生
を
見
直
し
た
り
、心
の
渇
き

規
模
を
維
持
し
た
い
で
す
ね
。「
最
大
」

で
は
な
く「
最
高
」を
目
指
し
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、こ
れ
は
私
か
ら
金
融
機

関
の
方
々
へ
の
お
願
い
で
す
が
、興
業

銀
行
、農
業
銀
行
の
よ
う
に
、ぜ
ひ
医

療
福
祉
銀
行
を
作
っ
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。診
断
書
に
基
づ
い
て
、が
ん
の
末

期
患
者
に
低
金
利
で
、し
か
も
担
保
や

保
証
人
を
必
要
と
し
な
い
で
、お
金
を

貸
し
出
す
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
で
き
れ

ば
素
晴
ら
し
い
。最
初
に
実
施
し
た
と

こ
ろ
は「
世
界
初
」と
し
て
、ネ
ー
ム
バ

リ
ュ
ー
も
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。

　
人
を
見
つ
め
、人
に
寄
り
添
っ
て
き
た

堂
園
先
生
ら
し
い
発
想
で
す
ね
。私
ど

も
と
し
て
も
、貴
重
な
ご
意
見
と
し
て

賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。本
日
は
お
忙

し
い
中
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

医療法人 堂園メディカルハウス

▲NAGAYA TOWER屋上から、
　甲突川（左手）と桜島（右奥）を望む

▲NAGAYA TOWER見学の様子

▲共用のテラス（3階）花壇を設置し、住人が手入れに参加する予定▲コミュニティカフェ（1階）
　地域住民の利用も可能

▲V字型に設計され、住人同士が顔を合わせやすいよう
　ドアが向かい合っている

▲住人が集う共用リビング（2階）

▲広々とした予約制の共用風呂（4・5階の2ヵ所）

▲バルコニーにも間仕切りを設けず、交流の場に ▲大通り（ナポリ通り）から見たNAGAYA TOWER

化
の
日（
11
月
３
日
）で
、「
医
療
は
文

化
で
あ
る
」と
い
う
私
の
思
い
を
込
め

て
い
ま
す
。「
メ
デ
ィ
カ
ル
ハ
ウ
ス
」と
い

う
名
前
に
も
２
つ
の
意
味
を
込
め
て
い

ま
す
。１
つ
は「
病
院
の
中
に
家
庭
の

雰
囲
気
を
」と
い
う
理
念
、も
う
１
つ

は
ド
イ
ツ
で
優
れ
た
芸
術
家
を
輩
出

し
た「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
」の
よ
う
に
、優
れ

た
ホ
ス
ピ
ス
医
療
従
事
者
を
送
り
出

し
た
い
と
い
う
願
い
で
す
。

　
私
が
患
者
さ
ん
と
接
す
る
と
き
に

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
に
、持
論
で
あ

る「
患
者
観
客
論
」と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
。こ
れ
は
、医
療
機
関（
建
物
）

が
舞
台
で
、医
師
や
看
護
師
が「
演

者
」、患
者
さ
ん
が「
観
客
」で
あ
る
と

い
う
独
自
の
考
え
方
で
す
。舞
台
で

は
、演
目
の
途
中
で
演
者
が
変
わ
っ
て

し
ま
う
と
観
客
は
感
情
移
入
す
る
こ

と
が
出
来
ず
、満
足
し
ま
せ
ん
。こ
れ

と
同
じ
で
、患
者
さ
ん
に
満
足
し
て
貰

え
る
医
療
を
提
供
す
る
為
に
は
、出

来
る
だ
け
同
じ
ス
タ
ッ
フ
が
患
者
さ
ん

を
看
続
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。

「
堂
園
メ
デ
ィ
カ
ル
ハ
ウ
ス
」と

い
う
名
前
に
つ
い
て
で
す
が
、

「
病
院
」で
は
な
く「
ハ
ウ
ス
」と
し
た

部
分
に
、先
生
の
哲
学・思
想
が
感
じ

ら
れ
ま
す
ね
。

祖
父
の
代
か
ら
地
域
医
療
を

し
て
い
ま
す
。1
9
9
1
年

（
平
成
3
年
）に
父
の
跡（
堂
園
産
婦

人
科
）を
私
が
継
ぎ
ま
し
た
。そ
し
て

96
年（
平
成
８
年
）に
総
合
内
科
、が

ん
総
合
診
療
科
等
を
備
え
た
有
床
診

療
所
を
設
立
し
ま
し
た
。設
立
は
文

鹿児島の街の中心で
長屋を現代風に再現した

“NAGAYA TOWER”
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タ
ー
で
の
勤
務
経
験
を
活
か
し
て
、

「
最
期
の
時
は
自
宅
で
過
ご
し
た
い
」

と
い
う
患
者
さ
ん
の
願
い
に
応
え
た
も

の
で
す
。96
年（
平
成
8
年
）に
当
ハ
ウ

ス
を
作
っ
た
の
も
、和
室
の
病
室
が
あ

る
の
も
患
者
さ
ん
の
希
望
に
応
え
た

も
の
で
す
。

　
ま
た
、私
が
患
者
さ
ん
と
直
接
触
れ

合
う
中
で
、社
会
を
見
渡
し
て
み
て
感

じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、ト
ッ

プ
と
現
場
ス
タ
ッ
フ
と
が
離
れ
す
ぎ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。ト
ッ
プ
が
現

場
を
よ
く
知
り
、現
場
で
楽
し
む
こ
と

が
組
織
の
成
功
に
繋
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
。で
す
か
ら
私
は
、患
者
さ
ん
と

よ
く
会
っ
て
話
す
こ
と
を
心
が
け
て
い

ま
す
。

　
現
場
が
大
事
と
い
う
言
葉
は
、私
に

と
っ
て
も
教
訓
に
な
り
ま
す
ね
。先
生

は
人
材
育
成
に
も
注
力
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
が
、「
N
P
O
法
人 

風
に
立

つ
ラ
イ
オ
ン
」の
お
話
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
た
だ
し
患
者
さ
ん
と
の
距
離
感
は

重
要
で
す
。ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の

柳
田
邦
夫
氏
が
提
唱
す
る「
2.5
人
称

の
視
点
」に
基
づ
く
医
療〔
患
者
本
人

（
１
人
称
）や
家
族（
２
人
称
）に
寄
り
添

い
つ
つ
、専
門
家（
３
人
称
）と
し
て
の
冷

静
な
目
を
備
え
た
医
療
〕を
理
想
と
し

て
い
ま
す
。当
ハ
ウ
ス
は
、適
度
な
距
離

感（
2.5
人
称
）を
保
ち
な
が
ら
、細
や
か

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
為
の
適
正

な
規
模
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　「
患
者
さ
ん
が
観
客
」と
は
ユ
ニ
ー

ク
で
す
ね
。そ
の
よ
う
な
考
え
の
下
で
、

先
生
が
心
が
け
て
い
る
こ
と
や
感
じ

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
私
は「
手
の
ぬ
く
も
り
と
お
も
て
な

し
の
シ
ャ
ワ
ー
」と
い
う
理
念
を
掲
げ

て
患
者
さ
ん
を
ケ
ア
し
て
き
ま
し
た
。

医
療
の
場
で
は
、患
者
さ
ん
が
主
体
で

す
。父
の
産
婦
人
科
を
継
い
だ
後
、91

年（
平
成
3
年
）に
在
宅
ホ
ス
ピ
ス（
終

末
期
の
緩
和
ケ
ア
を
行
う
施
設
）を
開

始
し
ま
し
た
。こ
れ
は
国
立
が
ん
セ
ン

す
る
ま
で
に
は
苦
労
も
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
苦
労
し
た
点
は〝
N
A
G
A
Y
A 

T
O
W
E
R
〞を
作
る
と
い
う
思
い
を

持
ち
続
け
る
こ
と
で
し
た
。「
医
療
な

の
か
福
祉
な
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
」

「
成
功
す
る
は
ず
が
な
い
」と
言
う
方

が
多
く
い
ま
し
た
。し
か
し
、う
ま
く

い
く
と
信
じ
て
、愚
直
に
前
に
進
む
者

が
良
い
結
果
を
手
に
で
き
る
と
確
信

し
て
い
た
為
、結
果
が
出
る
ま
で
の
過

程
は
ほ
と
ん
ど
気
に
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
ま
さ
に
信
念
で
す
ね
。最
後
に
、今

後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
私
の
理
想
と
す
る「
医
療
文
化
」を

世
界
に
広
め
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い

で
、今
の
仕
事
を
頑
張
っ
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。た
だ
し
、当
ハ
ウ
ス
は

私
の
理
念「
手
の
ぬ
く
も
り
と
お
も
て

な
し
の
シ
ャ
ワ
ー
」を
実
現
す
る
の
に
適

切
な
規
模
だ
と
考
え
て
い
る
為
、今
の

末
期
の
が
ん
患
者
は
ホ
ス
ピ
ス
と
、同

じ
境
遇
の
人
ば
か
り
を
集
め
る
の
で
は

な
く
、古
き
良
き
時
代
の「
長
屋
」の

よ
う
に
、い
ろ
ん
な
人
が
一
つ
の
建
物

に
い
て
、相
互
に
助
け
合
う
環
境
を
作

り
た
い
と
思
い
、〝
N
A
G
A
Y
A 

T
O
W
E
R 

P
R
O
J
E
C
T
〞を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
で
す
か
ら

〝
N
A
G
A
Y
A 

T
O
W
E
R
〞で
は
、

あ
え
て
自
室
で
生
活
が
完
結
し
な
い

よ
う
に
す
る
一
方
、豊
富
な
共
用
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
て
交
流
を
促
す
仕
組
み

を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、こ
こ
に
勤
務
し
て
い
る

社
会
福
祉
士
は
、大
学
生
の
時
に
マ

ザ
ー
・テ
レ
サ
の
施
設
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
私
の

〝
N
A
G
A
Y
A 

T
O
W
E
R
〞へ
の

思
い
に
強
く
共
感
し
て
く
れ
、関
西
の

大
学
を
卒
業
後
、す
ぐ
に
就
職
し
て

く
れ
た
の
で
す
。

　「
長
屋
」の
よ
う
に
、住
民
み
ん
な
が

知
り
合
い
で
助
け
あ
う
住
ま
い
で
す

ね
。こ
う
し
た
理
想
を
追
求
し
、形
に

を
癒
し
た
り
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
と

す
れ
ば
、マ
ザ
ー・テ
レ
サ
の
施
設
は
自

分
を
見
つ
め
直
し
、磨
く
場
所
と
言
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。日
本
に
そ
ん

な
場
所
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。出

来
れ
ば
、当
ハ
ウ
ス
も
そ
う
い
う
場
に

近
づ
く
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
本
年
４
月
に
、〞N
A
G
A
Y
A 

T
O
W
E
R（
ナ
ガ
ヤ
タ
ワ
ー
）〞と
い

う
今
ま
で
に
な
い
賃
貸
住
宅
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
ね
。ど
の
よ
う
な
コ
ン

セ
プ
ト
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
昔
と
比
べ
る
と
、今
の
時
代
は「
社

会
的
孤
立
」や「
精
神
的
孤
独
」の
中

に
い
る
人
が
増
え
て
い
る
気
が
し
ま

す
。老
老
介
護
が
多
い
現
状
を
見
て

も
、そ
れ
が
分
か
る
と
思
い
ま
す
。そ

こ
で
、血
の
つ
な
が
り
に
と
ら
わ
れ
な
い

人
間
同
士
の
絆
を
大
切
に
し
た
、新
し

い
共
同
体
が
必
要
と
考
え
た
わ
け
で

す
。今
ま
で
の
よ
う
に
、老
人
は
老
人

施
設
、障
が
い
者
は
障
が
い
者
施
設
、

　「
風
に
立
つ
ラ
イ
オ
ン
」は
、良
き
医

療
人
の
育
成
の
為
に
2
0
0
2
年（
平

成
14
年
）に
設
立
し
ま
し
た
。こ
こ
で

は
毎
年
、イ
ン
ド
の
マ
ザ
ー・テ
レ
サ
の

ホ
ス
ピ
ス
施
設
に
医
学
生
等
を
派
遣

し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。こ
の
法
人
名
は
、ア
フ
リ
カ
で
医

療
に
従
事
し
た
日
本
人
医
師
を
題
材

に
し
た
、歌
手
の
さ
だ
ま
さ
し
氏
の
曲

「
風
に
立
つ
ラ
イ
オ
ン
」か
ら
、同
氏
の

許
可
を
得
て
お
借
り
し
た
も
の
で
す
。

同
氏
は
最
近
、「
風
に
立
つ
ラ
イ
オ
ン
」

と
い
う
小
説
も
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
活
動
の
目
的
は
、ケ
ア
す
る
と
い
う

こ
と
が
ど
う
い
う
こ
と
か
を
最
貧
困
の

場
所
で
肌
で
感
じ
、命
に
寄
り
添
う

「
最
愛
医
療
」を
感
じ
て
貰
う
こ
と
で

す
。参
加
者
は
医
学
生
が
メ
イ
ン
で
す

が
、中
年
世
代
を
は
じ
め
、60
代
の
人

等
、様
々
な
年
代
の
一
般
の
方
も
参
加

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
思
え
ば
日
本
の
中
年
世
代
は
も
の

す
ご
く「
心
が
渇
い
て
い
る
」気
が
し

ま
す
。こ
の
活
動
に
様
々
な
人
が
参
加

し
、人
生
を
見
直
し
た
り
、心
の
渇
き

規
模
を
維
持
し
た
い
で
す
ね
。「
最
大
」

で
は
な
く「
最
高
」を
目
指
し
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、こ
れ
は
私
か
ら
金
融
機

関
の
方
々
へ
の
お
願
い
で
す
が
、興
業

銀
行
、農
業
銀
行
の
よ
う
に
、ぜ
ひ
医

療
福
祉
銀
行
を
作
っ
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。診
断
書
に
基
づ
い
て
、が
ん
の
末

期
患
者
に
低
金
利
で
、し
か
も
担
保
や

保
証
人
を
必
要
と
し
な
い
で
、お
金
を

貸
し
出
す
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
で
き
れ

ば
素
晴
ら
し
い
。最
初
に
実
施
し
た
と

こ
ろ
は「
世
界
初
」と
し
て
、ネ
ー
ム
バ

リ
ュ
ー
も
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。

　
人
を
見
つ
め
、人
に
寄
り
添
っ
て
き
た

堂
園
先
生
ら
し
い
発
想
で
す
ね
。私
ど

も
と
し
て
も
、貴
重
な
ご
意
見
と
し
て

賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。本
日
は
お
忙

し
い
中
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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　甲突川（左手）と桜島（右奥）を望む
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　地域住民の利用も可能

▲V字型に設計され、住人同士が顔を合わせやすいよう
　ドアが向かい合っている

▲住人が集う共用リビング（2階）

▲広々とした予約制の共用風呂（4・5階の2ヵ所）

▲バルコニーにも間仕切りを設けず、交流の場に ▲大通り（ナポリ通り）から見たNAGAYA TOWER

化
の
日（
11
月
３
日
）で
、「
医
療
は
文

化
で
あ
る
」と
い
う
私
の
思
い
を
込
め

て
い
ま
す
。「
メ
デ
ィ
カ
ル
ハ
ウ
ス
」と
い

う
名
前
に
も
２
つ
の
意
味
を
込
め
て
い

ま
す
。１
つ
は「
病
院
の
中
に
家
庭
の

雰
囲
気
を
」と
い
う
理
念
、も
う
１
つ

は
ド
イ
ツ
で
優
れ
た
芸
術
家
を
輩
出

し
た「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
」の
よ
う
に
、優
れ

た
ホ
ス
ピ
ス
医
療
従
事
者
を
送
り
出

し
た
い
と
い
う
願
い
で
す
。

　
私
が
患
者
さ
ん
と
接
す
る
と
き
に

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
に
、持
論
で
あ

る「
患
者
観
客
論
」と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
。こ
れ
は
、医
療
機
関（
建
物
）

が
舞
台
で
、医
師
や
看
護
師
が「
演

者
」、患
者
さ
ん
が「
観
客
」で
あ
る
と

い
う
独
自
の
考
え
方
で
す
。舞
台
で

は
、演
目
の
途
中
で
演
者
が
変
わ
っ
て

し
ま
う
と
観
客
は
感
情
移
入
す
る
こ

と
が
出
来
ず
、満
足
し
ま
せ
ん
。こ
れ

と
同
じ
で
、患
者
さ
ん
に
満
足
し
て
貰

え
る
医
療
を
提
供
す
る
為
に
は
、出

来
る
だ
け
同
じ
ス
タ
ッ
フ
が
患
者
さ
ん

を
看
続
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。

「
堂
園
メ
デ
ィ
カ
ル
ハ
ウ
ス
」と

い
う
名
前
に
つ
い
て
で
す
が
、

「
病
院
」で
は
な
く「
ハ
ウ
ス
」と
し
た

部
分
に
、先
生
の
哲
学・思
想
が
感
じ

ら
れ
ま
す
ね
。

祖
父
の
代
か
ら
地
域
医
療
を

し
て
い
ま
す
。1
9
9
1
年

（
平
成
3
年
）に
父
の
跡（
堂
園
産
婦

人
科
）を
私
が
継
ぎ
ま
し
た
。そ
し
て

96
年（
平
成
８
年
）に
総
合
内
科
、が

ん
総
合
診
療
科
等
を
備
え
た
有
床
診

療
所
を
設
立
し
ま
し
た
。設
立
は
文

鹿児島の街の中心で
長屋を現代風に再現した

“NAGAYA TOWER”
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タ
ー
で
の
勤
務
経
験
を
活
か
し
て
、

「
最
期
の
時
は
自
宅
で
過
ご
し
た
い
」

と
い
う
患
者
さ
ん
の
願
い
に
応
え
た
も

の
で
す
。96
年（
平
成
8
年
）に
当
ハ
ウ

ス
を
作
っ
た
の
も
、和
室
の
病
室
が
あ

る
の
も
患
者
さ
ん
の
希
望
に
応
え
た

も
の
で
す
。

　
ま
た
、私
が
患
者
さ
ん
と
直
接
触
れ

合
う
中
で
、社
会
を
見
渡
し
て
み
て
感

じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、ト
ッ

プ
と
現
場
ス
タ
ッ
フ
と
が
離
れ
す
ぎ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。ト
ッ
プ
が
現

場
を
よ
く
知
り
、現
場
で
楽
し
む
こ
と

が
組
織
の
成
功
に
繋
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
。で
す
か
ら
私
は
、患
者
さ
ん
と

よ
く
会
っ
て
話
す
こ
と
を
心
が
け
て
い

ま
す
。

　
現
場
が
大
事
と
い
う
言
葉
は
、私
に

と
っ
て
も
教
訓
に
な
り
ま
す
ね
。先
生

は
人
材
育
成
に
も
注
力
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
が
、「
N
P
O
法
人 

風
に
立

つ
ラ
イ
オ
ン
」の
お
話
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
た
だ
し
患
者
さ
ん
と
の
距
離
感
は

重
要
で
す
。ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の

柳
田
邦
夫
氏
が
提
唱
す
る「
2.5
人
称

の
視
点
」に
基
づ
く
医
療〔
患
者
本
人

（
１
人
称
）や
家
族（
２
人
称
）に
寄
り
添

い
つ
つ
、専
門
家（
３
人
称
）と
し
て
の
冷

静
な
目
を
備
え
た
医
療
〕を
理
想
と
し

て
い
ま
す
。当
ハ
ウ
ス
は
、適
度
な
距
離

感（
2.5
人
称
）を
保
ち
な
が
ら
、細
や
か

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
為
の
適
正

な
規
模
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　「
患
者
さ
ん
が
観
客
」と
は
ユ
ニ
ー

ク
で
す
ね
。そ
の
よ
う
な
考
え
の
下
で
、

先
生
が
心
が
け
て
い
る
こ
と
や
感
じ

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
私
は「
手
の
ぬ
く
も
り
と
お
も
て
な

し
の
シ
ャ
ワ
ー
」と
い
う
理
念
を
掲
げ

て
患
者
さ
ん
を
ケ
ア
し
て
き
ま
し
た
。

医
療
の
場
で
は
、患
者
さ
ん
が
主
体
で

す
。父
の
産
婦
人
科
を
継
い
だ
後
、91

年（
平
成
3
年
）に
在
宅
ホ
ス
ピ
ス（
終

末
期
の
緩
和
ケ
ア
を
行
う
施
設
）を
開

始
し
ま
し
た
。こ
れ
は
国
立
が
ん
セ
ン

す
る
ま
で
に
は
苦
労
も
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
苦
労
し
た
点
は〝
N
A
G
A
Y
A 

T
O
W
E
R
〞を
作
る
と
い
う
思
い
を

持
ち
続
け
る
こ
と
で
し
た
。「
医
療
な

の
か
福
祉
な
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
」

「
成
功
す
る
は
ず
が
な
い
」と
言
う
方

が
多
く
い
ま
し
た
。し
か
し
、う
ま
く

い
く
と
信
じ
て
、愚
直
に
前
に
進
む
者

が
良
い
結
果
を
手
に
で
き
る
と
確
信

し
て
い
た
為
、結
果
が
出
る
ま
で
の
過

程
は
ほ
と
ん
ど
気
に
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
ま
さ
に
信
念
で
す
ね
。最
後
に
、今

後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
私
の
理
想
と
す
る「
医
療
文
化
」を

世
界
に
広
め
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い

で
、今
の
仕
事
を
頑
張
っ
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。た
だ
し
、当
ハ
ウ
ス
は

私
の
理
念「
手
の
ぬ
く
も
り
と
お
も
て

な
し
の
シ
ャ
ワ
ー
」を
実
現
す
る
の
に
適

切
な
規
模
だ
と
考
え
て
い
る
為
、今
の

末
期
の
が
ん
患
者
は
ホ
ス
ピ
ス
と
、同

じ
境
遇
の
人
ば
か
り
を
集
め
る
の
で
は

な
く
、古
き
良
き
時
代
の「
長
屋
」の

よ
う
に
、い
ろ
ん
な
人
が
一
つ
の
建
物

に
い
て
、相
互
に
助
け
合
う
環
境
を
作

り
た
い
と
思
い
、〝
N
A
G
A
Y
A 

T
O
W
E
R 

P
R
O
J
E
C
T
〞を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
で
す
か
ら

〝
N
A
G
A
Y
A 

T
O
W
E
R
〞で
は
、

あ
え
て
自
室
で
生
活
が
完
結
し
な
い

よ
う
に
す
る
一
方
、豊
富
な
共
用
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
て
交
流
を
促
す
仕
組
み

を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、こ
こ
に
勤
務
し
て
い
る

社
会
福
祉
士
は
、大
学
生
の
時
に
マ

ザ
ー
・テ
レ
サ
の
施
設
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
私
の

〝
N
A
G
A
Y
A 

T
O
W
E
R
〞へ
の

思
い
に
強
く
共
感
し
て
く
れ
、関
西
の

大
学
を
卒
業
後
、す
ぐ
に
就
職
し
て

く
れ
た
の
で
す
。

　「
長
屋
」の
よ
う
に
、住
民
み
ん
な
が

知
り
合
い
で
助
け
あ
う
住
ま
い
で
す

ね
。こ
う
し
た
理
想
を
追
求
し
、形
に

を
癒
し
た
り
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
と

す
れ
ば
、マ
ザ
ー・テ
レ
サ
の
施
設
は
自

分
を
見
つ
め
直
し
、磨
く
場
所
と
言
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。日
本
に
そ
ん

な
場
所
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。出

来
れ
ば
、当
ハ
ウ
ス
も
そ
う
い
う
場
に

近
づ
く
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
本
年
４
月
に
、〞N
A
G
A
Y
A 

T
O
W
E
R（
ナ
ガ
ヤ
タ
ワ
ー
）〞と
い

う
今
ま
で
に
な
い
賃
貸
住
宅
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
ね
。ど
の
よ
う
な
コ
ン

セ
プ
ト
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
昔
と
比
べ
る
と
、今
の
時
代
は「
社

会
的
孤
立
」や「
精
神
的
孤
独
」の
中

に
い
る
人
が
増
え
て
い
る
気
が
し
ま

す
。老
老
介
護
が
多
い
現
状
を
見
て

も
、そ
れ
が
分
か
る
と
思
い
ま
す
。そ

こ
で
、血
の
つ
な
が
り
に
と
ら
わ
れ
な
い

人
間
同
士
の
絆
を
大
切
に
し
た
、新
し

い
共
同
体
が
必
要
と
考
え
た
わ
け
で

す
。今
ま
で
の
よ
う
に
、老
人
は
老
人

施
設
、障
が
い
者
は
障
が
い
者
施
設
、

　「
風
に
立
つ
ラ
イ
オ
ン
」は
、良
き
医

療
人
の
育
成
の
為
に
2
0
0
2
年（
平

成
14
年
）に
設
立
し
ま
し
た
。こ
こ
で

は
毎
年
、イ
ン
ド
の
マ
ザ
ー・テ
レ
サ
の

ホ
ス
ピ
ス
施
設
に
医
学
生
等
を
派
遣

し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。こ
の
法
人
名
は
、ア
フ
リ
カ
で
医

療
に
従
事
し
た
日
本
人
医
師
を
題
材

に
し
た
、歌
手
の
さ
だ
ま
さ
し
氏
の
曲

「
風
に
立
つ
ラ
イ
オ
ン
」か
ら
、同
氏
の

許
可
を
得
て
お
借
り
し
た
も
の
で
す
。

同
氏
は
最
近
、「
風
に
立
つ
ラ
イ
オ
ン
」

と
い
う
小
説
も
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
活
動
の
目
的
は
、ケ
ア
す
る
と
い
う

こ
と
が
ど
う
い
う
こ
と
か
を
最
貧
困
の

場
所
で
肌
で
感
じ
、命
に
寄
り
添
う

「
最
愛
医
療
」を
感
じ
て
貰
う
こ
と
で

す
。参
加
者
は
医
学
生
が
メ
イ
ン
で
す

が
、中
年
世
代
を
は
じ
め
、60
代
の
人

等
、様
々
な
年
代
の
一
般
の
方
も
参
加

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
思
え
ば
日
本
の
中
年
世
代
は
も
の

す
ご
く「
心
が
渇
い
て
い
る
」気
が
し

ま
す
。こ
の
活
動
に
様
々
な
人
が
参
加

し
、人
生
を
見
直
し
た
り
、心
の
渇
き

規
模
を
維
持
し
た
い
で
す
ね
。「
最
大
」

で
は
な
く「
最
高
」を
目
指
し
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、こ
れ
は
私
か
ら
金
融
機

関
の
方
々
へ
の
お
願
い
で
す
が
、興
業

銀
行
、農
業
銀
行
の
よ
う
に
、ぜ
ひ
医

療
福
祉
銀
行
を
作
っ
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。診
断
書
に
基
づ
い
て
、が
ん
の
末

期
患
者
に
低
金
利
で
、し
か
も
担
保
や

保
証
人
を
必
要
と
し
な
い
で
、お
金
を

貸
し
出
す
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
で
き
れ

ば
素
晴
ら
し
い
。最
初
に
実
施
し
た
と

こ
ろ
は「
世
界
初
」と
し
て
、ネ
ー
ム
バ

リ
ュ
ー
も
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。

　
人
を
見
つ
め
、人
に
寄
り
添
っ
て
き
た

堂
園
先
生
ら
し
い
発
想
で
す
ね
。私
ど

も
と
し
て
も
、貴
重
な
ご
意
見
と
し
て

賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。本
日
は
お
忙

し
い
中
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

熊本銀行
林　謙治取締役頭取

◎インタビューを終えて

　「手のぬくもりとおもてなしのシャワー」という理念を掲げ、目の前の患者様
と真摯に向き合った医療を行ってこられた一方で、NPO法人での活動を通して
「良き医療人」の育成も積極的に行っておられます。医療に対するひたむきな
取り組みが、地域の皆様からの厚い信頼を寄せられる源泉となっていると確信
致しました。
　今後も、ぬくもりを感じられる医療を発展させ、地域の皆様にとって無くてな
ならない「メディカルハウス」としてご発展されることを祈念致します。

医療法人 堂園メディカルハウス

▲左から堂園理事長、林頭取、坂本支店長（熊本銀行） ▲NAGAYA TOWERでは住人向けに
　趣味サークル等も開催

▲NAGAYA TOWERの理念
　「微笑みを交わす人がいれば 人生は幸せ。」

▲メディカルハウスの病室は全室個室で、
　和室も準備されている

▲メディカルハウス内のヘルシーレストラン（2階）
　洋服や雑貨を扱うショップも併設している

▲インドでのボランティアの様子

▲堂園理事長

▲NPO法人 風に立つライオンの題字（さだまさし氏
きごう
揮毫）

▲堂園理事長が執筆された絵本
　「水平線の向こうから」

化
の
日（
11
月
３
日
）で
、「
医
療
は
文

化
で
あ
る
」と
い
う
私
の
思
い
を
込
め

て
い
ま
す
。「
メ
デ
ィ
カ
ル
ハ
ウ
ス
」と
い

う
名
前
に
も
２
つ
の
意
味
を
込
め
て
い

ま
す
。１
つ
は「
病
院
の
中
に
家
庭
の

雰
囲
気
を
」と
い
う
理
念
、も
う
１
つ

は
ド
イ
ツ
で
優
れ
た
芸
術
家
を
輩
出

し
た「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
」の
よ
う
に
、優
れ

た
ホ
ス
ピ
ス
医
療
従
事
者
を
送
り
出

し
た
い
と
い
う
願
い
で
す
。

　
私
が
患
者
さ
ん
と
接
す
る
と
き
に

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
に
、持
論
で
あ

る「
患
者
観
客
論
」と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
。こ
れ
は
、医
療
機
関（
建
物
）

が
舞
台
で
、医
師
や
看
護
師
が「
演

者
」、患
者
さ
ん
が「
観
客
」で
あ
る
と

い
う
独
自
の
考
え
方
で
す
。舞
台
で

は
、演
目
の
途
中
で
演
者
が
変
わ
っ
て

し
ま
う
と
観
客
は
感
情
移
入
す
る
こ

と
が
出
来
ず
、満
足
し
ま
せ
ん
。こ
れ

と
同
じ
で
、患
者
さ
ん
に
満
足
し
て
貰

え
る
医
療
を
提
供
す
る
為
に
は
、出

来
る
だ
け
同
じ
ス
タ
ッ
フ
が
患
者
さ
ん

を
看
続
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。

「
堂
園
メ
デ
ィ
カ
ル
ハ
ウ
ス
」と

い
う
名
前
に
つ
い
て
で
す
が
、

「
病
院
」で
は
な
く「
ハ
ウ
ス
」と
し
た

部
分
に
、先
生
の
哲
学・思
想
が
感
じ

ら
れ
ま
す
ね
。

祖
父
の
代
か
ら
地
域
医
療
を

し
て
い
ま
す
。1
9
9
1
年

（
平
成
3
年
）に
父
の
跡（
堂
園
産
婦

人
科
）を
私
が
継
ぎ
ま
し
た
。そ
し
て

96
年（
平
成
８
年
）に
総
合
内
科
、が

ん
総
合
診
療
科
等
を
備
え
た
有
床
診

療
所
を
設
立
し
ま
し
た
。設
立
は
文

▲NAGAYA TOWERの
ロゴマーク（下から桜島、
霧島、錦江湾を表し、
三角は屋根、線は繋が
りを表している）
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タ
ー
で
の
勤
務
経
験
を
活
か
し
て
、

「
最
期
の
時
は
自
宅
で
過
ご
し
た
い
」

と
い
う
患
者
さ
ん
の
願
い
に
応
え
た
も

の
で
す
。96
年（
平
成
8
年
）に
当
ハ
ウ

ス
を
作
っ
た
の
も
、和
室
の
病
室
が
あ

る
の
も
患
者
さ
ん
の
希
望
に
応
え
た

も
の
で
す
。

　
ま
た
、私
が
患
者
さ
ん
と
直
接
触
れ

合
う
中
で
、社
会
を
見
渡
し
て
み
て
感

じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
れ
は
、ト
ッ

プ
と
現
場
ス
タ
ッ
フ
と
が
離
れ
す
ぎ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。ト
ッ
プ
が
現

場
を
よ
く
知
り
、現
場
で
楽
し
む
こ
と

が
組
織
の
成
功
に
繋
が
る
と
考
え
て
い

ま
す
。で
す
か
ら
私
は
、患
者
さ
ん
と

よ
く
会
っ
て
話
す
こ
と
を
心
が
け
て
い

ま
す
。

　
現
場
が
大
事
と
い
う
言
葉
は
、私
に

と
っ
て
も
教
訓
に
な
り
ま
す
ね
。先
生

は
人
材
育
成
に
も
注
力
さ
れ
て
い
る

よ
う
で
す
が
、「
N
P
O
法
人 

風
に
立

つ
ラ
イ
オ
ン
」の
お
話
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
た
だ
し
患
者
さ
ん
と
の
距
離
感
は

重
要
で
す
。ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
の

柳
田
邦
夫
氏
が
提
唱
す
る「
2.5
人
称

の
視
点
」に
基
づ
く
医
療〔
患
者
本
人

（
１
人
称
）や
家
族（
２
人
称
）に
寄
り
添

い
つ
つ
、専
門
家（
３
人
称
）と
し
て
の
冷

静
な
目
を
備
え
た
医
療
〕を
理
想
と
し

て
い
ま
す
。当
ハ
ウ
ス
は
、適
度
な
距
離

感（
2.5
人
称
）を
保
ち
な
が
ら
、細
や
か

な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
為
の
適
正

な
規
模
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　「
患
者
さ
ん
が
観
客
」と
は
ユ
ニ
ー

ク
で
す
ね
。そ
の
よ
う
な
考
え
の
下
で
、

先
生
が
心
が
け
て
い
る
こ
と
や
感
じ

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　
私
は「
手
の
ぬ
く
も
り
と
お
も
て
な

し
の
シ
ャ
ワ
ー
」と
い
う
理
念
を
掲
げ

て
患
者
さ
ん
を
ケ
ア
し
て
き
ま
し
た
。

医
療
の
場
で
は
、患
者
さ
ん
が
主
体
で

す
。父
の
産
婦
人
科
を
継
い
だ
後
、91

年（
平
成
3
年
）に
在
宅
ホ
ス
ピ
ス（
終

末
期
の
緩
和
ケ
ア
を
行
う
施
設
）を
開

始
し
ま
し
た
。こ
れ
は
国
立
が
ん
セ
ン

す
る
ま
で
に
は
苦
労
も
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　
苦
労
し
た
点
は〝
N
A
G
A
Y
A 

T
O
W
E
R
〞を
作
る
と
い
う
思
い
を

持
ち
続
け
る
こ
と
で
し
た
。「
医
療
な

の
か
福
祉
な
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
」

「
成
功
す
る
は
ず
が
な
い
」と
言
う
方

が
多
く
い
ま
し
た
。し
か
し
、う
ま
く

い
く
と
信
じ
て
、愚
直
に
前
に
進
む
者

が
良
い
結
果
を
手
に
で
き
る
と
確
信

し
て
い
た
為
、結
果
が
出
る
ま
で
の
過

程
は
ほ
と
ん
ど
気
に
な
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　
ま
さ
に
信
念
で
す
ね
。最
後
に
、今

後
の
展
望
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
私
の
理
想
と
す
る「
医
療
文
化
」を

世
界
に
広
め
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い

で
、今
の
仕
事
を
頑
張
っ
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。た
だ
し
、当
ハ
ウ
ス
は

私
の
理
念「
手
の
ぬ
く
も
り
と
お
も
て

な
し
の
シ
ャ
ワ
ー
」を
実
現
す
る
の
に
適

切
な
規
模
だ
と
考
え
て
い
る
為
、今
の

末
期
の
が
ん
患
者
は
ホ
ス
ピ
ス
と
、同

じ
境
遇
の
人
ば
か
り
を
集
め
る
の
で
は

な
く
、古
き
良
き
時
代
の「
長
屋
」の

よ
う
に
、い
ろ
ん
な
人
が
一
つ
の
建
物

に
い
て
、相
互
に
助
け
合
う
環
境
を
作

り
た
い
と
思
い
、〝
N
A
G
A
Y
A 

T
O
W
E
R 

P
R
O
J
E
C
T
〞を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
で
す
か
ら

〝
N
A
G
A
Y
A 

T
O
W
E
R
〞で
は
、

あ
え
て
自
室
で
生
活
が
完
結
し
な
い

よ
う
に
す
る
一
方
、豊
富
な
共
用
ス

ペ
ー
ス
を
設
け
て
交
流
を
促
す
仕
組
み

を
作
っ
て
い
ま
す
。

　
ち
な
み
に
、こ
こ
に
勤
務
し
て
い
る

社
会
福
祉
士
は
、大
学
生
の
時
に
マ

ザ
ー
・テ
レ
サ
の
施
設
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
私
の

〝
N
A
G
A
Y
A 

T
O
W
E
R
〞へ
の

思
い
に
強
く
共
感
し
て
く
れ
、関
西
の

大
学
を
卒
業
後
、す
ぐ
に
就
職
し
て

く
れ
た
の
で
す
。

　「
長
屋
」の
よ
う
に
、住
民
み
ん
な
が

知
り
合
い
で
助
け
あ
う
住
ま
い
で
す

ね
。こ
う
し
た
理
想
を
追
求
し
、形
に

を
癒
し
た
り
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
と

す
れ
ば
、マ
ザ
ー・テ
レ
サ
の
施
設
は
自

分
を
見
つ
め
直
し
、磨
く
場
所
と
言
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。日
本
に
そ
ん

な
場
所
は
な
か
な
か
あ
り
ま
せ
ん
。出

来
れ
ば
、当
ハ
ウ
ス
も
そ
う
い
う
場
に

近
づ
く
こ
と
が
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
本
年
４
月
に
、〞N
A
G
A
Y
A 

T
O
W
E
R（
ナ
ガ
ヤ
タ
ワ
ー
）〞と
い

う
今
ま
で
に
な
い
賃
貸
住
宅
が
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
ね
。ど
の
よ
う
な
コ
ン

セ
プ
ト
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
昔
と
比
べ
る
と
、今
の
時
代
は「
社

会
的
孤
立
」や「
精
神
的
孤
独
」の
中

に
い
る
人
が
増
え
て
い
る
気
が
し
ま

す
。老
老
介
護
が
多
い
現
状
を
見
て

も
、そ
れ
が
分
か
る
と
思
い
ま
す
。そ

こ
で
、血
の
つ
な
が
り
に
と
ら
わ
れ
な
い

人
間
同
士
の
絆
を
大
切
に
し
た
、新
し

い
共
同
体
が
必
要
と
考
え
た
わ
け
で

す
。今
ま
で
の
よ
う
に
、老
人
は
老
人

施
設
、障
が
い
者
は
障
が
い
者
施
設
、

　「
風
に
立
つ
ラ
イ
オ
ン
」は
、良
き
医

療
人
の
育
成
の
為
に
2
0
0
2
年（
平

成
14
年
）に
設
立
し
ま
し
た
。こ
こ
で

は
毎
年
、イ
ン
ド
の
マ
ザ
ー・テ
レ
サ
の

ホ
ス
ピ
ス
施
設
に
医
学
生
等
を
派
遣

し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。こ
の
法
人
名
は
、ア
フ
リ
カ
で
医

療
に
従
事
し
た
日
本
人
医
師
を
題
材

に
し
た
、歌
手
の
さ
だ
ま
さ
し
氏
の
曲

「
風
に
立
つ
ラ
イ
オ
ン
」か
ら
、同
氏
の

許
可
を
得
て
お
借
り
し
た
も
の
で
す
。

同
氏
は
最
近
、「
風
に
立
つ
ラ
イ
オ
ン
」

と
い
う
小
説
も
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
活
動
の
目
的
は
、ケ
ア
す
る
と
い
う

こ
と
が
ど
う
い
う
こ
と
か
を
最
貧
困
の

場
所
で
肌
で
感
じ
、命
に
寄
り
添
う

「
最
愛
医
療
」を
感
じ
て
貰
う
こ
と
で

す
。参
加
者
は
医
学
生
が
メ
イ
ン
で
す

が
、中
年
世
代
を
は
じ
め
、60
代
の
人

等
、様
々
な
年
代
の
一
般
の
方
も
参
加

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
思
え
ば
日
本
の
中
年
世
代
は
も
の

す
ご
く「
心
が
渇
い
て
い
る
」気
が
し

ま
す
。こ
の
活
動
に
様
々
な
人
が
参
加

し
、人
生
を
見
直
し
た
り
、心
の
渇
き

規
模
を
維
持
し
た
い
で
す
ね
。「
最
大
」

で
は
な
く「
最
高
」を
目
指
し
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、こ
れ
は
私
か
ら
金
融
機

関
の
方
々
へ
の
お
願
い
で
す
が
、興
業

銀
行
、農
業
銀
行
の
よ
う
に
、ぜ
ひ
医

療
福
祉
銀
行
を
作
っ
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。診
断
書
に
基
づ
い
て
、が
ん
の
末

期
患
者
に
低
金
利
で
、し
か
も
担
保
や

保
証
人
を
必
要
と
し
な
い
で
、お
金
を

貸
し
出
す
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
で
き
れ

ば
素
晴
ら
し
い
。最
初
に
実
施
し
た
と

こ
ろ
は「
世
界
初
」と
し
て
、ネ
ー
ム
バ

リ
ュ
ー
も
高
ま
る
と
思
い
ま
す
。

　
人
を
見
つ
め
、人
に
寄
り
添
っ
て
き
た

堂
園
先
生
ら
し
い
発
想
で
す
ね
。私
ど

も
と
し
て
も
、貴
重
な
ご
意
見
と
し
て

賜
り
た
い
と
思
い
ま
す
。本
日
は
お
忙

し
い
中
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

熊本銀行
林　謙治取締役頭取

◎インタビューを終えて

　「手のぬくもりとおもてなしのシャワー」という理念を掲げ、目の前の患者様
と真摯に向き合った医療を行ってこられた一方で、NPO法人での活動を通して
「良き医療人」の育成も積極的に行っておられます。医療に対するひたむきな
取り組みが、地域の皆様からの厚い信頼を寄せられる源泉となっていると確信
致しました。
　今後も、ぬくもりを感じられる医療を発展させ、地域の皆様にとって無くてな
ならない「メディカルハウス」としてご発展されることを祈念致します。

医療法人 堂園メディカルハウス

▲左から堂園理事長、林頭取、坂本支店長（熊本銀行） ▲NAGAYA TOWERでは住人向けに
　趣味サークル等も開催

▲NAGAYA TOWERの理念
　「微笑みを交わす人がいれば 人生は幸せ。」

▲メディカルハウスの病室は全室個室で、
　和室も準備されている

▲メディカルハウス内のヘルシーレストラン（2階）
　洋服や雑貨を扱うショップも併設している

▲インドでのボランティアの様子

▲堂園理事長

▲NPO法人 風に立つライオンの題字（さだまさし氏
きごう
揮毫）

▲堂園理事長が執筆された絵本
　「水平線の向こうから」

化
の
日（
11
月
３
日
）で
、「
医
療
は
文

化
で
あ
る
」と
い
う
私
の
思
い
を
込
め

て
い
ま
す
。「
メ
デ
ィ
カ
ル
ハ
ウ
ス
」と
い

う
名
前
に
も
２
つ
の
意
味
を
込
め
て
い

ま
す
。１
つ
は「
病
院
の
中
に
家
庭
の

雰
囲
気
を
」と
い
う
理
念
、も
う
１
つ

は
ド
イ
ツ
で
優
れ
た
芸
術
家
を
輩
出

し
た「
バ
ウ
ハ
ウ
ス
」の
よ
う
に
、優
れ

た
ホ
ス
ピ
ス
医
療
従
事
者
を
送
り
出

し
た
い
と
い
う
願
い
で
す
。

　
私
が
患
者
さ
ん
と
接
す
る
と
き
に

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
に
、持
論
で
あ

る「
患
者
観
客
論
」と
い
う
も
の
が
あ

り
ま
す
。こ
れ
は
、医
療
機
関（
建
物
）

が
舞
台
で
、医
師
や
看
護
師
が「
演

者
」、患
者
さ
ん
が「
観
客
」で
あ
る
と

い
う
独
自
の
考
え
方
で
す
。舞
台
で

は
、演
目
の
途
中
で
演
者
が
変
わ
っ
て

し
ま
う
と
観
客
は
感
情
移
入
す
る
こ

と
が
出
来
ず
、満
足
し
ま
せ
ん
。こ
れ

と
同
じ
で
、患
者
さ
ん
に
満
足
し
て
貰

え
る
医
療
を
提
供
す
る
為
に
は
、出

来
る
だ
け
同
じ
ス
タ
ッ
フ
が
患
者
さ
ん

を
看
続
け
る
こ
と
が
重
要
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。

「
堂
園
メ
デ
ィ
カ
ル
ハ
ウ
ス
」と

い
う
名
前
に
つ
い
て
で
す
が
、

「
病
院
」で
は
な
く「
ハ
ウ
ス
」と
し
た

部
分
に
、先
生
の
哲
学・思
想
が
感
じ

ら
れ
ま
す
ね
。

祖
父
の
代
か
ら
地
域
医
療
を

し
て
い
ま
す
。1
9
9
1
年

（
平
成
3
年
）に
父
の
跡（
堂
園
産
婦

人
科
）を
私
が
継
ぎ
ま
し
た
。そ
し
て

96
年（
平
成
８
年
）に
総
合
内
科
、が

ん
総
合
診
療
科
等
を
備
え
た
有
床
診

療
所
を
設
立
し
ま
し
た
。設
立
は
文

▲NAGAYA TOWERの
ロゴマーク（下から桜島、
霧島、錦江湾を表し、
三角は屋根、線は繋が
りを表している）
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ボングルメ 株式会社

作
る
こ
と
が
で
き
、よ
う
や
く
商
品
化

に
漕
ぎ
着
け
ま
し
た
。そ
れ
ま
で
高
級

品
で
あ
っ
た
お
寿
司
を
安
価
に
提
供
出

来
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、我
が
社

の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、業

容
は
順
調
に
拡
大
し
始
め
ま
し
た
。89

年（
平
成
元
年
）に
は
、関
連
会
社
と
の

合
併
と
業
務
拡
大
に
伴
い
、社
名
を
ボ

ン
グ
ル
メ
株
式
会
社
に
変
更
し
ま
し

た
。

　
そ
の
後
も
、回
転
寿
司
店
や
フ
ァ
ミ

リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
等
の
外
食
市
場
は
拡

大
し
、お
取
引
先
が
次
第
に
増
加
し
ま

し
た
。そ
の
結
果
、国
内
工
場
だ
け
で

は
加
工
が
追
い
つ
か
な
く
な
り
、94
年

（
平
成
6
年
）に
中
国
山
東
省
に
あ
る

3
つ
の
工
場
と
提
携
し
ま
し
た
。当
時

は
、中
国
へ
の
食
品
工
場
進
出
は
ま
だ

珍
し
い
時
代
で
し
た
。あ
な
ご
は
う
な

ぎ
の
よ
う
に
養
殖
が
出
来
な
い
為
、東

シ
ナ
海
で
取
れ
る〝
天
然
〞の
真
あ
な

ご
を
使
用
し
て
い
ま
す
。そ
れ
な
ら

ば
、漁
場
に
近
く
、経
費
の
安
い
中
国

▲左から島内社長、小幡頭取

で
加
工
す
れ
ば
、採
算
性
が
向
上
す
る

と
考
え
、中
国
進
出
を
決
定
し
ま
し

た
。中
国
で
の
加
工
量
が
順
調
に
増
加

し
た
こ
と
も
あ
り
、2
0
0
4
年（
平

成
16
年
）に
は
、全
て
の
加
工
工
程
を

中
国
工
場
で
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、ロ
シ
ア
や
タ
イ
、ベ
ト
ナ
ム
か

ら「
つ
ぶ
貝
」「
え
び
」「
い
か
」等
の
魚

介
類
の
輸
入
を
開
始
し
、あ
な
ご
商
品

以
外
で
も
、多
様
化
す
る
顧
客
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
為
に
、商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
の
基
本
理
念
は
、３
つ
の
B

で
表
さ
れ
ま
す
。

「Believe

（
信
頼
す
る
こ
と
、さ
れ
る

こ
と
）」

「B
rain

（
知
力
を
高
め
未
来
を
志
向

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

取
引
店
／
親
和
銀
行 

小
倉
支
店

　
　
　
　福
岡
銀
行 

北
九
州
営
業
部

ボ
ン
グ
ル
メ 

株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

地
球
ス
ケ
ー
ル
で
海
の
幸
を
求
め
、

お
客
様
に〝
ご
満
足
〞を
提
供
し
た
い
。

島
内 

和
行
氏

（
I
S
O
・
H
A
C
C
P〔
※
〕認
定
工

場
）で
、新
鮮
で
高
品
質
な
寿
司
ネ
タ

を
作
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
ま
た
、現
地
従
業
員
の
技
術
は
素

晴
ら
し
く
、グ
ラ
ム
単
位
で
あ
な
ご
を

切
り
分
け
る
技
は
、本
場
日
本
の
寿
司

職
人
顔
負
け
の
レ
ベ
ル
で
す
。

　
あ
な
ご
に
は
、調
理
法
だ
け
で
も

「
焼
き
」「
蒸
し
」「
あ
ぶ炙
り
」「
煮
込
み
」

等
が
あ
り
ま
す
。更
に
、一
切
れ
の「
大

き
さ
」や「
厚
さ
」の
他
、関
東
の
濃
い

味・関
西
の
薄
味
と
い
っ
た「
味
付
け
」

等
、お
客
様
か
ら
の
様
々
な
オ
ー
ダ
ー

に
対
応
し
て
い
る
為
、我
が
社
で
は
あ

な
ご
だ
け
で
も
3
0
0
種
類
を
超
え

る
商
品
を
提
供
し
て
い
ま
す
。中
で

も
、味
付
け
に
は
我
が
社
が
長
年
培
っ

て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
が
詰
ま
っ
て
お
り
、

「
煮
つ
め
た
れ
」は
国
内
自
社
工
場
で

生
産
し
て
い
ま
す
。現
在
で
は
、回
転

寿
司
等
で
提
供
さ
れ
る
あ
な
ご
寿
司

の
大
半
に
、我
が
社
の
あ
な
ご
が
用
い

ら
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

す
る
こ
と
）」

「Benediction

（
感
謝
の
気
持
ち
を

持
ち
続
け
る
こ
と
）」の
３
つ
で
す
。

こ
の
３
つ
の
B
を
基
本
理
念
に
し
、

日
々
変
化
す
る
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
に
、商
品
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
社
名
の
ボ
ン
グ
ル
メ
は
、フ
ラ

ン
ス
語
のB

o
n

（
素
晴
ら
し
い
）と

G
ourm

et

（
美
食
）を
組
み
合
わ
せ
た

も
の
で
、「
常
に
素
晴
ら
し
い
美
味
し

さ
を
お
届
け
し
た
い
」と
願
う
、私
達

の
変
わ
る
こ
と
の
な
い
姿
勢
を
表
現
し

て
い
ま
す
。

　
提
携
し
て
い
る
中
国
の
３
工
場
は
、

日
本
式
の
厳
密
な
品
質・衛
生
管
理
シ

ス
テ
ム
に
基
づ
い
た
近
代
的
工
場

　
ま
た
、国
が
認
定
す
る「
保
税
倉

庫
」（
外
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
貨
物

を
、税
関
の
輸
入
許
可
が
出
る
前
の
状

態
で
、関
税
を
留
保
し
た
ま
ま
置
い
て

お
け
る
倉
庫
）を
保
有
し
て
い
る
こ
と

も
我
が
社
の
強
み
で
す
。設
立
当
初
か

ら
こ
の
保
税
倉
庫
を
活
か
し
、輸
入
食

品
の
保
管
業
務
を
長
年
続
け
て
き
ま

し
た
。そ
の
結
果
、我
が
社
の
真
摯
な

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、日
本
は
も
ち

ろ
ん
、中
国
・
ち
ん
た
お

青
島
の
税
関
や
検
疫
所

か
ら
も
信
頼
は
厚
く
、冷
凍
餃
子
事

件
や
尖
閣
諸
島
問
題
で
日
中
関
係
が

ギ
ク
シ
ャ
ク
し
た
際
に
も
、何
の
問
題

も
な
く
輸
入
手
続
き
が
出
来
た
の
は
、

長
年
の
実
績
と
信
頼
関
係
の
お
か
げ

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※
　
食
品
の
原
料
受
入
か
ら
製
造・出
荷
ま
で

の
全
て
の
工
程
に
お
い
て
、危
害
の
発
生

（
異
物
混
入
や
食
中
毒
等
）を
防
止
す
る

為
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
を
継
続
的
に
監
視・

記
録
す
る
衛
生
管
理
手
法

　
近
年
、暮
ら
し
の
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ

時
代
を
迎
え
、食
生
活
も
よ
り
豊
か
に

な
り
、お
寿
司
は
、今
や
世
界
の
共
通

語
と
な
り
ま
し
た
。海
外
の
寿
司
店
舗

に
お
い
て
も
日
本
同
様
に
食
材
の
高
品

質
・
多
様
化
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。一
方
で
価
格
や
衛
生
面
で

の
対
応
を
迫
ら
れ
る
と
い
う
厳
し
さ
も

あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
時
代
に
あ
っ

て
、我
が
社
は「
21
世
紀
の
食
文
化
づ

く
り
」を
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ
、

あ
な
ご
を
は
じ
め
、タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム

等
の
提
携
工
場
で
加
工
さ
れ
る「
え

び
」「
い
か
」「
た
こ
」、ま
た
ロ
シ
ア
か

ら
の「
つ
ぶ
貝
」等
、安
心
・
安
全
な
商

品
を
提
供
し
て
参
り
ま
す
。

　
今
後
は
、未
来
の
食
品
業
界
を
展

望
し
、国
内
は
も
と
よ
り
海
外
か
ら
も

地
球
ス
ケ
ー
ル
で
海
の
幸
を
求
め
、ボ

ン
グ
ル
メ
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
最
高
の

寿
司
ネ
タ
で
、お
客
様
に「
ご
満
足
」

を
提
供
し
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し

て
い
ま
す
。

年
）に
設
立
し
た
株
式
会
社
三
幸
興

産
が
前
身
に
な
り
ま
す
。「
こ
れ
か
ら

の
食
品
業
界
は
、冷
凍
食
品
が
主
流
に

な
る
」と
の
予
測
か
ら
、73
年（
昭
和

48
年
）、冷
凍
倉
庫
業（
5
，0
0
0
ト

ン
）を
開
始
し
、社
名
も
株
式
会
社
三

幸
冷
凍
に
変
更
し
ま
し
た
。今
と
な
っ

て
は
食
卓
に
あ
ま
り
上
ら
な
く
な
っ
た

ク
ジ
ラ
で
、冷
凍
倉
庫
が
い
っ
ぱ
い
に
な

る
よ
う
な
時
代
で
し
た
。

　
大
阪
万
博
が
開
催
さ
れ
た
70
年

（
昭
和
45
年
）に
な
る
と
、海
外
の
外
食

チ
ェ
ー
ン
が
日
本
に
上
陸
し
、日
本
の

外
食
産
業
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

あ
る
時
、寿
司
チ
ェ
ー
ン
の
創
始
者
で

あ
る
山
木
益
次
氏
か
ら
、「
誰
で
も
握

れ
る
あ
な
ご
寿
司
は
出
来
な
い
も
の

か
」と
相
談
さ
れ
ま
し
た
。あ
な
ご
寿

司
は
味
付
け
が
難
し
く
、商
品
開
発
に

は
か
な
り
の
時
間
を
要
し
ま
し
た
が
、

試
行
錯
誤
の
末
、韓
国
か
ら
輸
入
し
た

冷
凍
あ
な
ご
を
国
内
の
工
場
で
加
工

す
る
こ
と
で
、納
得
の
い
く
あ
な
ご
を

　
我
が
社
は
、東
シ
ナ
海
産
の
天
然
の

「
あ
な
ご
」を
は
じ
め
、「
つ
ぶ
貝
」「
と

り
貝
」「
赤
貝
」「
え
び
」「
い
か
」「
た

こ
」等
の
寿
司
ネ
タ
加
工
食
品
を
販
売

し
て
い
ま
す
。大
手
外
食
寿
司
チ
ェ
ー

ン
を
中
心
に
国
内
外
に
販
路
を
持
ち
、

特
に「
あ
な
ご
」と「
つ
ぶ
貝
」は
全
国

ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
は
、1
9
6
7
年（
昭
和
42

冷
凍
倉
庫
業
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

業
界
屈
指
の
寿
司
ネ
タ
加
工
業
者
へ
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作
る
こ
と
が
で
き
、よ
う
や
く
商
品
化

に
漕
ぎ
着
け
ま
し
た
。そ
れ
ま
で
高
級

品
で
あ
っ
た
お
寿
司
を
安
価
に
提
供
出

来
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、我
が
社

の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、業

容
は
順
調
に
拡
大
し
始
め
ま
し
た
。89

年（
平
成
元
年
）に
は
、関
連
会
社
と
の

合
併
と
業
務
拡
大
に
伴
い
、社
名
を
ボ

ン
グ
ル
メ
株
式
会
社
に
変
更
し
ま
し

た
。

　
そ
の
後
も
、回
転
寿
司
店
や
フ
ァ
ミ

リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
等
の
外
食
市
場
は
拡

大
し
、お
取
引
先
が
次
第
に
増
加
し
ま

し
た
。そ
の
結
果
、国
内
工
場
だ
け
で

は
加
工
が
追
い
つ
か
な
く
な
り
、94
年

（
平
成
6
年
）に
中
国
山
東
省
に
あ
る

3
つ
の
工
場
と
提
携
し
ま
し
た
。当
時

は
、中
国
へ
の
食
品
工
場
進
出
は
ま
だ

珍
し
い
時
代
で
し
た
。あ
な
ご
は
う
な

ぎ
の
よ
う
に
養
殖
が
出
来
な
い
為
、東

シ
ナ
海
で
取
れ
る〝
天
然
〞の
真
あ
な

ご
を
使
用
し
て
い
ま
す
。そ
れ
な
ら

ば
、漁
場
に
近
く
、経
費
の
安
い
中
国

▲左から島内社長、小幡頭取

で
加
工
す
れ
ば
、採
算
性
が
向
上
す
る

と
考
え
、中
国
進
出
を
決
定
し
ま
し

た
。中
国
で
の
加
工
量
が
順
調
に
増
加

し
た
こ
と
も
あ
り
、2
0
0
4
年（
平

成
16
年
）に
は
、全
て
の
加
工
工
程
を

中
国
工
場
で
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、ロ
シ
ア
や
タ
イ
、ベ
ト
ナ
ム
か

ら「
つ
ぶ
貝
」「
え
び
」「
い
か
」等
の
魚

介
類
の
輸
入
を
開
始
し
、あ
な
ご
商
品

以
外
で
も
、多
様
化
す
る
顧
客
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
為
に
、商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
の
基
本
理
念
は
、３
つ
の
B

で
表
さ
れ
ま
す
。

「Believe

（
信
頼
す
る
こ
と
、さ
れ
る

こ
と
）」

「B
rain

（
知
力
を
高
め
未
来
を
志
向

ト
ッ
プ
に
聞
く
！

取
引
店
／
親
和
銀
行 

小
倉
支
店

　
　
　
　福
岡
銀
行 

北
九
州
営
業
部

ボ
ン
グ
ル
メ 

株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

地
球
ス
ケ
ー
ル
で
海
の
幸
を
求
め
、

お
客
様
に〝
ご
満
足
〞を
提
供
し
た
い
。

島
内 

和
行
氏

（
I
S
O
・
H
A
C
C
P〔
※
〕認
定
工

場
）で
、新
鮮
で
高
品
質
な
寿
司
ネ
タ

を
作
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
ま
た
、現
地
従
業
員
の
技
術
は
素

晴
ら
し
く
、グ
ラ
ム
単
位
で
あ
な
ご
を

切
り
分
け
る
技
は
、本
場
日
本
の
寿
司

職
人
顔
負
け
の
レ
ベ
ル
で
す
。

　
あ
な
ご
に
は
、調
理
法
だ
け
で
も

「
焼
き
」「
蒸
し
」「
あ
ぶ炙
り
」「
煮
込
み
」

等
が
あ
り
ま
す
。更
に
、一
切
れ
の「
大

き
さ
」や「
厚
さ
」の
他
、関
東
の
濃
い

味・関
西
の
薄
味
と
い
っ
た「
味
付
け
」

等
、お
客
様
か
ら
の
様
々
な
オ
ー
ダ
ー

に
対
応
し
て
い
る
為
、我
が
社
で
は
あ

な
ご
だ
け
で
も
3
0
0
種
類
を
超
え

る
商
品
を
提
供
し
て
い
ま
す
。中
で

も
、味
付
け
に
は
我
が
社
が
長
年
培
っ

て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
が
詰
ま
っ
て
お
り
、

「
煮
つ
め
た
れ
」は
国
内
自
社
工
場
で

生
産
し
て
い
ま
す
。現
在
で
は
、回
転

寿
司
等
で
提
供
さ
れ
る
あ
な
ご
寿
司

の
大
半
に
、我
が
社
の
あ
な
ご
が
用
い

ら
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

す
る
こ
と
）」

「Benediction

（
感
謝
の
気
持
ち
を

持
ち
続
け
る
こ
と
）」の
３
つ
で
す
。

こ
の
３
つ
の
B
を
基
本
理
念
に
し
、

日
々
変
化
す
る
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
に
、商
品
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
社
名
の
ボ
ン
グ
ル
メ
は
、フ
ラ

ン
ス
語
のB

o
n

（
素
晴
ら
し
い
）と

G
ourm

et

（
美
食
）を
組
み
合
わ
せ
た

も
の
で
、「
常
に
素
晴
ら
し
い
美
味
し

さ
を
お
届
け
し
た
い
」と
願
う
、私
達

の
変
わ
る
こ
と
の
な
い
姿
勢
を
表
現
し

て
い
ま
す
。

　
提
携
し
て
い
る
中
国
の
３
工
場
は
、

日
本
式
の
厳
密
な
品
質・衛
生
管
理
シ

ス
テ
ム
に
基
づ
い
た
近
代
的
工
場

　
ま
た
、国
が
認
定
す
る「
保
税
倉

庫
」（
外
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
貨
物

を
、税
関
の
輸
入
許
可
が
出
る
前
の
状

態
で
、関
税
を
留
保
し
た
ま
ま
置
い
て

お
け
る
倉
庫
）を
保
有
し
て
い
る
こ
と

も
我
が
社
の
強
み
で
す
。設
立
当
初
か

ら
こ
の
保
税
倉
庫
を
活
か
し
、輸
入
食

品
の
保
管
業
務
を
長
年
続
け
て
き
ま

し
た
。そ
の
結
果
、我
が
社
の
真
摯
な

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、日
本
は
も
ち

ろ
ん
、中
国
・
ち
ん
た
お

青
島
の
税
関
や
検
疫
所

か
ら
も
信
頼
は
厚
く
、冷
凍
餃
子
事

件
や
尖
閣
諸
島
問
題
で
日
中
関
係
が

ギ
ク
シ
ャ
ク
し
た
際
に
も
、何
の
問
題

も
な
く
輸
入
手
続
き
が
出
来
た
の
は
、

長
年
の
実
績
と
信
頼
関
係
の
お
か
げ

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※
　
食
品
の
原
料
受
入
か
ら
製
造・出
荷
ま
で

の
全
て
の
工
程
に
お
い
て
、危
害
の
発
生

（
異
物
混
入
や
食
中
毒
等
）を
防
止
す
る

為
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
を
継
続
的
に
監
視・

記
録
す
る
衛
生
管
理
手
法

　
近
年
、暮
ら
し
の
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ

時
代
を
迎
え
、食
生
活
も
よ
り
豊
か
に

な
り
、お
寿
司
は
、今
や
世
界
の
共
通

語
と
な
り
ま
し
た
。海
外
の
寿
司
店
舗

に
お
い
て
も
日
本
同
様
に
食
材
の
高
品

質
・
多
様
化
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。一
方
で
価
格
や
衛
生
面
で

の
対
応
を
迫
ら
れ
る
と
い
う
厳
し
さ
も

あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
時
代
に
あ
っ

て
、我
が
社
は「
21
世
紀
の
食
文
化
づ

く
り
」を
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ
、

あ
な
ご
を
は
じ
め
、タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム

等
の
提
携
工
場
で
加
工
さ
れ
る「
え

び
」「
い
か
」「
た
こ
」、ま
た
ロ
シ
ア
か

ら
の「
つ
ぶ
貝
」等
、安
心
・
安
全
な
商

品
を
提
供
し
て
参
り
ま
す
。

　
今
後
は
、未
来
の
食
品
業
界
を
展

望
し
、国
内
は
も
と
よ
り
海
外
か
ら
も

地
球
ス
ケ
ー
ル
で
海
の
幸
を
求
め
、ボ

ン
グ
ル
メ
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
最
高
の

寿
司
ネ
タ
で
、お
客
様
に「
ご
満
足
」

を
提
供
し
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し

て
い
ま
す
。

年
）に
設
立
し
た
株
式
会
社
三
幸
興

産
が
前
身
に
な
り
ま
す
。「
こ
れ
か
ら

の
食
品
業
界
は
、冷
凍
食
品
が
主
流
に

な
る
」と
の
予
測
か
ら
、73
年（
昭
和

48
年
）、冷
凍
倉
庫
業（
5
，0
0
0
ト

ン
）を
開
始
し
、社
名
も
株
式
会
社
三

幸
冷
凍
に
変
更
し
ま
し
た
。今
と
な
っ

て
は
食
卓
に
あ
ま
り
上
ら
な
く
な
っ
た

ク
ジ
ラ
で
、冷
凍
倉
庫
が
い
っ
ぱ
い
に
な

る
よ
う
な
時
代
で
し
た
。

　
大
阪
万
博
が
開
催
さ
れ
た
70
年

（
昭
和
45
年
）に
な
る
と
、海
外
の
外
食

チ
ェ
ー
ン
が
日
本
に
上
陸
し
、日
本
の

外
食
産
業
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

あ
る
時
、寿
司
チ
ェ
ー
ン
の
創
始
者
で

あ
る
山
木
益
次
氏
か
ら
、「
誰
で
も
握

れ
る
あ
な
ご
寿
司
は
出
来
な
い
も
の

か
」と
相
談
さ
れ
ま
し
た
。あ
な
ご
寿

司
は
味
付
け
が
難
し
く
、商
品
開
発
に

は
か
な
り
の
時
間
を
要
し
ま
し
た
が
、

試
行
錯
誤
の
末
、韓
国
か
ら
輸
入
し
た

冷
凍
あ
な
ご
を
国
内
の
工
場
で
加
工

す
る
こ
と
で
、納
得
の
い
く
あ
な
ご
を

　
我
が
社
は
、東
シ
ナ
海
産
の
天
然
の

「
あ
な
ご
」を
は
じ
め
、「
つ
ぶ
貝
」「
と

り
貝
」「
赤
貝
」「
え
び
」「
い
か
」「
た

こ
」等
の
寿
司
ネ
タ
加
工
食
品
を
販
売

し
て
い
ま
す
。大
手
外
食
寿
司
チ
ェ
ー

ン
を
中
心
に
国
内
外
に
販
路
を
持
ち
、

特
に「
あ
な
ご
」と「
つ
ぶ
貝
」は
全
国

ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
は
、1
9
6
7
年（
昭
和
42

冷
凍
倉
庫
業
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

業
界
屈
指
の
寿
司
ネ
タ
加
工
業
者
へ
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作
る
こ
と
が
で
き
、よ
う
や
く
商
品
化

に
漕
ぎ
着
け
ま
し
た
。そ
れ
ま
で
高
級

品
で
あ
っ
た
お
寿
司
を
安
価
に
提
供
出

来
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、我
が
社

の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、業

容
は
順
調
に
拡
大
し
始
め
ま
し
た
。89

年（
平
成
元
年
）に
は
、関
連
会
社
と
の

合
併
と
業
務
拡
大
に
伴
い
、社
名
を
ボ

ン
グ
ル
メ
株
式
会
社
に
変
更
し
ま
し

た
。

　
そ
の
後
も
、回
転
寿
司
店
や
フ
ァ
ミ

リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
等
の
外
食
市
場
は
拡

大
し
、お
取
引
先
が
次
第
に
増
加
し
ま

し
た
。そ
の
結
果
、国
内
工
場
だ
け
で

は
加
工
が
追
い
つ
か
な
く
な
り
、94
年

（
平
成
6
年
）に
中
国
山
東
省
に
あ
る

3
つ
の
工
場
と
提
携
し
ま
し
た
。当
時

は
、中
国
へ
の
食
品
工
場
進
出
は
ま
だ

珍
し
い
時
代
で
し
た
。あ
な
ご
は
う
な

ぎ
の
よ
う
に
養
殖
が
出
来
な
い
為
、東

シ
ナ
海
で
取
れ
る〝
天
然
〞の
真
あ
な

ご
を
使
用
し
て
い
ま
す
。そ
れ
な
ら

ば
、漁
場
に
近
く
、経
費
の
安
い
中
国

で
加
工
す
れ
ば
、採
算
性
が
向
上
す
る

と
考
え
、中
国
進
出
を
決
定
し
ま
し

た
。中
国
で
の
加
工
量
が
順
調
に
増
加

し
た
こ
と
も
あ
り
、2
0
0
4
年（
平

成
16
年
）に
は
、全
て
の
加
工
工
程
を

中
国
工
場
で
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、ロ
シ
ア
や
タ
イ
、ベ
ト
ナ
ム
か

ら「
つ
ぶ
貝
」「
え
び
」「
い
か
」等
の
魚

介
類
の
輸
入
を
開
始
し
、あ
な
ご
商
品

以
外
で
も
、多
様
化
す
る
顧
客
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
為
に
、商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
の
基
本
理
念
は
、３
つ
の
B

で
表
さ
れ
ま
す
。

「Believe

（
信
頼
す
る
こ
と
、さ
れ
る

こ
と
）」

「B
rain

（
知
力
を
高
め
未
来
を
志
向

３
つ
の
Ｂ
を
基
本
理
念
に

素
晴
ら
し
い
美
味
し
さ
を

お
届
け
し
た
い

（
I
S
O
・
H
A
C
C
P〔
※
〕認
定
工

場
）で
、新
鮮
で
高
品
質
な
寿
司
ネ
タ

を
作
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
ま
た
、現
地
従
業
員
の
技
術
は
素

晴
ら
し
く
、グ
ラ
ム
単
位
で
あ
な
ご
を

切
り
分
け
る
技
は
、本
場
日
本
の
寿
司

職
人
顔
負
け
の
レ
ベ
ル
で
す
。

　
あ
な
ご
に
は
、調
理
法
だ
け
で
も

「
焼
き
」「
蒸
し
」「
あ
ぶ炙
り
」「
煮
込
み
」

等
が
あ
り
ま
す
。更
に
、一
切
れ
の「
大

き
さ
」や「
厚
さ
」の
他
、関
東
の
濃
い

味・関
西
の
薄
味
と
い
っ
た「
味
付
け
」

等
、お
客
様
か
ら
の
様
々
な
オ
ー
ダ
ー

に
対
応
し
て
い
る
為
、我
が
社
で
は
あ

な
ご
だ
け
で
も
3
0
0
種
類
を
超
え

る
商
品
を
提
供
し
て
い
ま
す
。中
で

も
、味
付
け
に
は
我
が
社
が
長
年
培
っ

て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
が
詰
ま
っ
て
お
り
、

「
煮
つ
め
た
れ
」は
国
内
自
社
工
場
で

生
産
し
て
い
ま
す
。現
在
で
は
、回
転

寿
司
等
で
提
供
さ
れ
る
あ
な
ご
寿
司

の
大
半
に
、我
が
社
の
あ
な
ご
が
用
い

ら
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

す
る
こ
と
）」

「Benediction

（
感
謝
の
気
持
ち
を

持
ち
続
け
る
こ
と
）」の
３
つ
で
す
。

こ
の
３
つ
の
B
を
基
本
理
念
に
し
、

日
々
変
化
す
る
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
に
、商
品
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
社
名
の
ボ
ン
グ
ル
メ
は
、フ
ラ

ン
ス
語
のB

o
n

（
素
晴
ら
し
い
）と

G
ourm

et

（
美
食
）を
組
み
合
わ
せ
た

も
の
で
、「
常
に
素
晴
ら
し
い
美
味
し

さ
を
お
届
け
し
た
い
」と
願
う
、私
達

の
変
わ
る
こ
と
の
な
い
姿
勢
を
表
現
し

て
い
ま
す
。

　
提
携
し
て
い
る
中
国
の
３
工
場
は
、

日
本
式
の
厳
密
な
品
質・衛
生
管
理
シ

ス
テ
ム
に
基
づ
い
た
近
代
的
工
場

　
ま
た
、国
が
認
定
す
る「
保
税
倉

庫
」（
外
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
貨
物

を
、税
関
の
輸
入
許
可
が
出
る
前
の
状

態
で
、関
税
を
留
保
し
た
ま
ま
置
い
て

お
け
る
倉
庫
）を
保
有
し
て
い
る
こ
と

も
我
が
社
の
強
み
で
す
。設
立
当
初
か

ら
こ
の
保
税
倉
庫
を
活
か
し
、輸
入
食

品
の
保
管
業
務
を
長
年
続
け
て
き
ま

し
た
。そ
の
結
果
、我
が
社
の
真
摯
な

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、日
本
は
も
ち

ろ
ん
、中
国
・
ち
ん
た
お

青
島
の
税
関
や
検
疫
所

か
ら
も
信
頼
は
厚
く
、冷
凍
餃
子
事

件
や
尖
閣
諸
島
問
題
で
日
中
関
係
が

ギ
ク
シ
ャ
ク
し
た
際
に
も
、何
の
問
題

も
な
く
輸
入
手
続
き
が
出
来
た
の
は
、

長
年
の
実
績
と
信
頼
関
係
の
お
か
げ

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※
　
食
品
の
原
料
受
入
か
ら
製
造・出
荷
ま
で

の
全
て
の
工
程
に
お
い
て
、危
害
の
発
生

（
異
物
混
入
や
食
中
毒
等
）を
防
止
す
る

為
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
を
継
続
的
に
監
視・

記
録
す
る
衛
生
管
理
手
法

　
近
年
、暮
ら
し
の
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ

時
代
を
迎
え
、食
生
活
も
よ
り
豊
か
に

な
り
、お
寿
司
は
、今
や
世
界
の
共
通

語
と
な
り
ま
し
た
。海
外
の
寿
司
店
舗

に
お
い
て
も
日
本
同
様
に
食
材
の
高
品

質
・
多
様
化
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。一
方
で
価
格
や
衛
生
面
で

の
対
応
を
迫
ら
れ
る
と
い
う
厳
し
さ
も

あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
時
代
に
あ
っ

て
、我
が
社
は「
21
世
紀
の
食
文
化
づ

く
り
」を
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ
、

あ
な
ご
を
は
じ
め
、タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム

等
の
提
携
工
場
で
加
工
さ
れ
る「
え

び
」「
い
か
」「
た
こ
」、ま
た
ロ
シ
ア
か

ら
の「
つ
ぶ
貝
」等
、安
心
・
安
全
な
商

品
を
提
供
し
て
参
り
ま
す
。

　
今
後
は
、未
来
の
食
品
業
界
を
展

望
し
、国
内
は
も
と
よ
り
海
外
か
ら
も

地
球
ス
ケ
ー
ル
で
海
の
幸
を
求
め
、ボ

ン
グ
ル
メ
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
最
高
の

寿
司
ネ
タ
で
、お
客
様
に「
ご
満
足
」

を
提
供
し
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し

て
い
ま
す
。

年
）に
設
立
し
た
株
式
会
社
三
幸
興

産
が
前
身
に
な
り
ま
す
。「
こ
れ
か
ら

の
食
品
業
界
は
、冷
凍
食
品
が
主
流
に

な
る
」と
の
予
測
か
ら
、73
年（
昭
和

48
年
）、冷
凍
倉
庫
業（
5
，0
0
0
ト

ン
）を
開
始
し
、社
名
も
株
式
会
社
三

幸
冷
凍
に
変
更
し
ま
し
た
。今
と
な
っ

て
は
食
卓
に
あ
ま
り
上
ら
な
く
な
っ
た

ク
ジ
ラ
で
、冷
凍
倉
庫
が
い
っ
ぱ
い
に
な

る
よ
う
な
時
代
で
し
た
。

　
大
阪
万
博
が
開
催
さ
れ
た
70
年

（
昭
和
45
年
）に
な
る
と
、海
外
の
外
食

チ
ェ
ー
ン
が
日
本
に
上
陸
し
、日
本
の

外
食
産
業
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

あ
る
時
、寿
司
チ
ェ
ー
ン
の
創
始
者
で

あ
る
山
木
益
次
氏
か
ら
、「
誰
で
も
握

れ
る
あ
な
ご
寿
司
は
出
来
な
い
も
の

か
」と
相
談
さ
れ
ま
し
た
。あ
な
ご
寿

司
は
味
付
け
が
難
し
く
、商
品
開
発
に

は
か
な
り
の
時
間
を
要
し
ま
し
た
が
、

試
行
錯
誤
の
末
、韓
国
か
ら
輸
入
し
た

冷
凍
あ
な
ご
を
国
内
の
工
場
で
加
工

す
る
こ
と
で
、納
得
の
い
く
あ
な
ご
を

　
我
が
社
は
、東
シ
ナ
海
産
の
天
然
の

「
あ
な
ご
」を
は
じ
め
、「
つ
ぶ
貝
」「
と

り
貝
」「
赤
貝
」「
え
び
」「
い
か
」「
た

こ
」等
の
寿
司
ネ
タ
加
工
食
品
を
販
売

し
て
い
ま
す
。大
手
外
食
寿
司
チ
ェ
ー

ン
を
中
心
に
国
内
外
に
販
路
を
持
ち
、

特
に「
あ
な
ご
」と「
つ
ぶ
貝
」は
全
国

ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
は
、1
9
6
7
年（
昭
和
42

最
新
設
備
の
中
国
工
場
で

加
工
さ
れ
る

3
0
0
種
類
の
あ
な
ご
商
品
と

国
が
認
定
す
る
保
税
倉
庫

ま

焼あなご

天ぷらあなご 煮あなご

蒸しあなご焼あなご

天ぷらあなご 煮あなご

蒸しあなご

東シナ海産の天然あなご
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作
る
こ
と
が
で
き
、よ
う
や
く
商
品
化

に
漕
ぎ
着
け
ま
し
た
。そ
れ
ま
で
高
級

品
で
あ
っ
た
お
寿
司
を
安
価
に
提
供
出

来
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、我
が
社

の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、業

容
は
順
調
に
拡
大
し
始
め
ま
し
た
。89

年（
平
成
元
年
）に
は
、関
連
会
社
と
の

合
併
と
業
務
拡
大
に
伴
い
、社
名
を
ボ

ン
グ
ル
メ
株
式
会
社
に
変
更
し
ま
し

た
。

　
そ
の
後
も
、回
転
寿
司
店
や
フ
ァ
ミ

リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
等
の
外
食
市
場
は
拡

大
し
、お
取
引
先
が
次
第
に
増
加
し
ま

し
た
。そ
の
結
果
、国
内
工
場
だ
け
で

は
加
工
が
追
い
つ
か
な
く
な
り
、94
年

（
平
成
6
年
）に
中
国
山
東
省
に
あ
る

3
つ
の
工
場
と
提
携
し
ま
し
た
。当
時

は
、中
国
へ
の
食
品
工
場
進
出
は
ま
だ

珍
し
い
時
代
で
し
た
。あ
な
ご
は
う
な

ぎ
の
よ
う
に
養
殖
が
出
来
な
い
為
、東

シ
ナ
海
で
取
れ
る〝
天
然
〞の
真
あ
な

ご
を
使
用
し
て
い
ま
す
。そ
れ
な
ら

ば
、漁
場
に
近
く
、経
費
の
安
い
中
国

で
加
工
す
れ
ば
、採
算
性
が
向
上
す
る

と
考
え
、中
国
進
出
を
決
定
し
ま
し

た
。中
国
で
の
加
工
量
が
順
調
に
増
加

し
た
こ
と
も
あ
り
、2
0
0
4
年（
平

成
16
年
）に
は
、全
て
の
加
工
工
程
を

中
国
工
場
で
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、ロ
シ
ア
や
タ
イ
、ベ
ト
ナ
ム
か

ら「
つ
ぶ
貝
」「
え
び
」「
い
か
」等
の
魚

介
類
の
輸
入
を
開
始
し
、あ
な
ご
商
品

以
外
で
も
、多
様
化
す
る
顧
客
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
為
に
、商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
の
基
本
理
念
は
、３
つ
の
B

で
表
さ
れ
ま
す
。

「Believe

（
信
頼
す
る
こ
と
、さ
れ
る

こ
と
）」

「B
rain

（
知
力
を
高
め
未
来
を
志
向

３
つ
の
Ｂ
を
基
本
理
念
に

素
晴
ら
し
い
美
味
し
さ
を

お
届
け
し
た
い

（
I
S
O
・
H
A
C
C
P〔
※
〕認
定
工

場
）で
、新
鮮
で
高
品
質
な
寿
司
ネ
タ

を
作
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
ま
た
、現
地
従
業
員
の
技
術
は
素

晴
ら
し
く
、グ
ラ
ム
単
位
で
あ
な
ご
を

切
り
分
け
る
技
は
、本
場
日
本
の
寿
司

職
人
顔
負
け
の
レ
ベ
ル
で
す
。

　
あ
な
ご
に
は
、調
理
法
だ
け
で
も

「
焼
き
」「
蒸
し
」「
あ
ぶ炙
り
」「
煮
込
み
」

等
が
あ
り
ま
す
。更
に
、一
切
れ
の「
大

き
さ
」や「
厚
さ
」の
他
、関
東
の
濃
い

味・関
西
の
薄
味
と
い
っ
た「
味
付
け
」

等
、お
客
様
か
ら
の
様
々
な
オ
ー
ダ
ー

に
対
応
し
て
い
る
為
、我
が
社
で
は
あ

な
ご
だ
け
で
も
3
0
0
種
類
を
超
え

る
商
品
を
提
供
し
て
い
ま
す
。中
で

も
、味
付
け
に
は
我
が
社
が
長
年
培
っ

て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
が
詰
ま
っ
て
お
り
、

「
煮
つ
め
た
れ
」は
国
内
自
社
工
場
で

生
産
し
て
い
ま
す
。現
在
で
は
、回
転

寿
司
等
で
提
供
さ
れ
る
あ
な
ご
寿
司

の
大
半
に
、我
が
社
の
あ
な
ご
が
用
い

ら
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

す
る
こ
と
）」

「Benediction

（
感
謝
の
気
持
ち
を

持
ち
続
け
る
こ
と
）」の
３
つ
で
す
。

こ
の
３
つ
の
B
を
基
本
理
念
に
し
、

日
々
変
化
す
る
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
に
、商
品
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
社
名
の
ボ
ン
グ
ル
メ
は
、フ
ラ

ン
ス
語
のB

o
n

（
素
晴
ら
し
い
）と

G
ourm

et

（
美
食
）を
組
み
合
わ
せ
た

も
の
で
、「
常
に
素
晴
ら
し
い
美
味
し

さ
を
お
届
け
し
た
い
」と
願
う
、私
達

の
変
わ
る
こ
と
の
な
い
姿
勢
を
表
現
し

て
い
ま
す
。

　
提
携
し
て
い
る
中
国
の
３
工
場
は
、

日
本
式
の
厳
密
な
品
質・衛
生
管
理
シ

ス
テ
ム
に
基
づ
い
た
近
代
的
工
場

　
ま
た
、国
が
認
定
す
る「
保
税
倉

庫
」（
外
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
貨
物

を
、税
関
の
輸
入
許
可
が
出
る
前
の
状

態
で
、関
税
を
留
保
し
た
ま
ま
置
い
て

お
け
る
倉
庫
）を
保
有
し
て
い
る
こ
と

も
我
が
社
の
強
み
で
す
。設
立
当
初
か

ら
こ
の
保
税
倉
庫
を
活
か
し
、輸
入
食

品
の
保
管
業
務
を
長
年
続
け
て
き
ま

し
た
。そ
の
結
果
、我
が
社
の
真
摯
な

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、日
本
は
も
ち

ろ
ん
、中
国
・
ち
ん
た
お

青
島
の
税
関
や
検
疫
所

か
ら
も
信
頼
は
厚
く
、冷
凍
餃
子
事

件
や
尖
閣
諸
島
問
題
で
日
中
関
係
が

ギ
ク
シ
ャ
ク
し
た
際
に
も
、何
の
問
題

も
な
く
輸
入
手
続
き
が
出
来
た
の
は
、

長
年
の
実
績
と
信
頼
関
係
の
お
か
げ

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※
　
食
品
の
原
料
受
入
か
ら
製
造・出
荷
ま
で

の
全
て
の
工
程
に
お
い
て
、危
害
の
発
生

（
異
物
混
入
や
食
中
毒
等
）を
防
止
す
る

為
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
を
継
続
的
に
監
視・

記
録
す
る
衛
生
管
理
手
法

　
近
年
、暮
ら
し
の
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ

時
代
を
迎
え
、食
生
活
も
よ
り
豊
か
に

な
り
、お
寿
司
は
、今
や
世
界
の
共
通

語
と
な
り
ま
し
た
。海
外
の
寿
司
店
舗

に
お
い
て
も
日
本
同
様
に
食
材
の
高
品

質
・
多
様
化
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。一
方
で
価
格
や
衛
生
面
で

の
対
応
を
迫
ら
れ
る
と
い
う
厳
し
さ
も

あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
時
代
に
あ
っ

て
、我
が
社
は「
21
世
紀
の
食
文
化
づ

く
り
」を
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ
、

あ
な
ご
を
は
じ
め
、タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム

等
の
提
携
工
場
で
加
工
さ
れ
る「
え

び
」「
い
か
」「
た
こ
」、ま
た
ロ
シ
ア
か

ら
の「
つ
ぶ
貝
」等
、安
心
・
安
全
な
商

品
を
提
供
し
て
参
り
ま
す
。

　
今
後
は
、未
来
の
食
品
業
界
を
展

望
し
、国
内
は
も
と
よ
り
海
外
か
ら
も

地
球
ス
ケ
ー
ル
で
海
の
幸
を
求
め
、ボ

ン
グ
ル
メ
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
最
高
の

寿
司
ネ
タ
で
、お
客
様
に「
ご
満
足
」

を
提
供
し
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し

て
い
ま
す
。

年
）に
設
立
し
た
株
式
会
社
三
幸
興

産
が
前
身
に
な
り
ま
す
。「
こ
れ
か
ら

の
食
品
業
界
は
、冷
凍
食
品
が
主
流
に

な
る
」と
の
予
測
か
ら
、73
年（
昭
和

48
年
）、冷
凍
倉
庫
業（
5
，0
0
0
ト

ン
）を
開
始
し
、社
名
も
株
式
会
社
三

幸
冷
凍
に
変
更
し
ま
し
た
。今
と
な
っ

て
は
食
卓
に
あ
ま
り
上
ら
な
く
な
っ
た

ク
ジ
ラ
で
、冷
凍
倉
庫
が
い
っ
ぱ
い
に
な

る
よ
う
な
時
代
で
し
た
。

　
大
阪
万
博
が
開
催
さ
れ
た
70
年

（
昭
和
45
年
）に
な
る
と
、海
外
の
外
食

チ
ェ
ー
ン
が
日
本
に
上
陸
し
、日
本
の

外
食
産
業
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

あ
る
時
、寿
司
チ
ェ
ー
ン
の
創
始
者
で

あ
る
山
木
益
次
氏
か
ら
、「
誰
で
も
握

れ
る
あ
な
ご
寿
司
は
出
来
な
い
も
の

か
」と
相
談
さ
れ
ま
し
た
。あ
な
ご
寿

司
は
味
付
け
が
難
し
く
、商
品
開
発
に

は
か
な
り
の
時
間
を
要
し
ま
し
た
が
、

試
行
錯
誤
の
末
、韓
国
か
ら
輸
入
し
た

冷
凍
あ
な
ご
を
国
内
の
工
場
で
加
工

す
る
こ
と
で
、納
得
の
い
く
あ
な
ご
を

　
我
が
社
は
、東
シ
ナ
海
産
の
天
然
の

「
あ
な
ご
」を
は
じ
め
、「
つ
ぶ
貝
」「
と

り
貝
」「
赤
貝
」「
え
び
」「
い
か
」「
た

こ
」等
の
寿
司
ネ
タ
加
工
食
品
を
販
売

し
て
い
ま
す
。大
手
外
食
寿
司
チ
ェ
ー

ン
を
中
心
に
国
内
外
に
販
路
を
持
ち
、

特
に「
あ
な
ご
」と「
つ
ぶ
貝
」は
全
国

ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
は
、1
9
6
7
年（
昭
和
42

最
新
設
備
の
中
国
工
場
で

加
工
さ
れ
る

3
0
0
種
類
の
あ
な
ご
商
品
と

国
が
認
定
す
る
保
税
倉
庫

ま

焼あなご

天ぷらあなご 煮あなご

蒸しあなご焼あなご

天ぷらあなご 煮あなご

蒸しあなご

東シナ海産の天然あなご
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▲あなごの焼き工程（中国提携工場） ▲提携工場（ベトナム） ▲提携工場（中国）

▲本社▲本社工場見学風景（煮つめ工程）

親和銀行
小幡　修取締役頭取

◎インタビューを終えて

　近年、食のニーズは多様化し、価格や衛生面での対応など、業界に求めら
れることは厳しさを増しています。あなご加工食品市場において、貴社が全
国トップシェアを誇っておられるのは、あなご商品のみで300種以上を揃え
るほど、お客様の要望を真摯に応え続けてこられた結果であると拝察致し
ます。また、うなぎと違って、あなごは全て天然ものだということには、大変
驚きました。
　これからも、地球スケールで探究された美味しい食材を多くのお客様の
食卓に届けて頂き、笑顔が広がる食生活づくりに貢献されることで、益々ご
発展されることを期待しております。

ボングルメ 株式会社

作
る
こ
と
が
で
き
、よ
う
や
く
商
品
化

に
漕
ぎ
着
け
ま
し
た
。そ
れ
ま
で
高
級

品
で
あ
っ
た
お
寿
司
を
安
価
に
提
供
出

来
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、我
が
社

の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、業

容
は
順
調
に
拡
大
し
始
め
ま
し
た
。89

年（
平
成
元
年
）に
は
、関
連
会
社
と
の

合
併
と
業
務
拡
大
に
伴
い
、社
名
を
ボ

ン
グ
ル
メ
株
式
会
社
に
変
更
し
ま
し

た
。

　
そ
の
後
も
、回
転
寿
司
店
や
フ
ァ
ミ

リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
等
の
外
食
市
場
は
拡

大
し
、お
取
引
先
が
次
第
に
増
加
し
ま

し
た
。そ
の
結
果
、国
内
工
場
だ
け
で

は
加
工
が
追
い
つ
か
な
く
な
り
、94
年

（
平
成
6
年
）に
中
国
山
東
省
に
あ
る

3
つ
の
工
場
と
提
携
し
ま
し
た
。当
時

は
、中
国
へ
の
食
品
工
場
進
出
は
ま
だ

珍
し
い
時
代
で
し
た
。あ
な
ご
は
う
な

ぎ
の
よ
う
に
養
殖
が
出
来
な
い
為
、東

シ
ナ
海
で
取
れ
る〝
天
然
〞の
真
あ
な

ご
を
使
用
し
て
い
ま
す
。そ
れ
な
ら

ば
、漁
場
に
近
く
、経
費
の
安
い
中
国

で
加
工
す
れ
ば
、採
算
性
が
向
上
す
る

と
考
え
、中
国
進
出
を
決
定
し
ま
し

た
。中
国
で
の
加
工
量
が
順
調
に
増
加

し
た
こ
と
も
あ
り
、2
0
0
4
年（
平

成
16
年
）に
は
、全
て
の
加
工
工
程
を

中
国
工
場
で
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、ロ
シ
ア
や
タ
イ
、ベ
ト
ナ
ム
か

ら「
つ
ぶ
貝
」「
え
び
」「
い
か
」等
の
魚

介
類
の
輸
入
を
開
始
し
、あ
な
ご
商
品

以
外
で
も
、多
様
化
す
る
顧
客
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
為
に
、商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
の
基
本
理
念
は
、３
つ
の
B

で
表
さ
れ
ま
す
。

「Believe

（
信
頼
す
る
こ
と
、さ
れ
る

こ
と
）」

「B
rain

（
知
力
を
高
め
未
来
を
志
向

▲前列左から4番目より、安藤営業部長、山田専務、島内社長、小幡頭取、是澤支店長（親和銀行）、大庭商品部長

（
I
S
O
・
H
A
C
C
P〔
※
〕認
定
工

場
）で
、新
鮮
で
高
品
質
な
寿
司
ネ
タ

を
作
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
ま
た
、現
地
従
業
員
の
技
術
は
素

晴
ら
し
く
、グ
ラ
ム
単
位
で
あ
な
ご
を

切
り
分
け
る
技
は
、本
場
日
本
の
寿
司

職
人
顔
負
け
の
レ
ベ
ル
で
す
。

　
あ
な
ご
に
は
、調
理
法
だ
け
で
も

「
焼
き
」「
蒸
し
」「
あ
ぶ炙
り
」「
煮
込
み
」

等
が
あ
り
ま
す
。更
に
、一
切
れ
の「
大

き
さ
」や「
厚
さ
」の
他
、関
東
の
濃
い

味・関
西
の
薄
味
と
い
っ
た「
味
付
け
」

等
、お
客
様
か
ら
の
様
々
な
オ
ー
ダ
ー

に
対
応
し
て
い
る
為
、我
が
社
で
は
あ

な
ご
だ
け
で
も
3
0
0
種
類
を
超
え

る
商
品
を
提
供
し
て
い
ま
す
。中
で

も
、味
付
け
に
は
我
が
社
が
長
年
培
っ

て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
が
詰
ま
っ
て
お
り
、

「
煮
つ
め
た
れ
」は
国
内
自
社
工
場
で

生
産
し
て
い
ま
す
。現
在
で
は
、回
転

寿
司
等
で
提
供
さ
れ
る
あ
な
ご
寿
司

の
大
半
に
、我
が
社
の
あ
な
ご
が
用
い

ら
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

す
る
こ
と
）」

「Benediction

（
感
謝
の
気
持
ち
を

持
ち
続
け
る
こ
と
）」の
３
つ
で
す
。

こ
の
３
つ
の
B
を
基
本
理
念
に
し
、

日
々
変
化
す
る
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
に
、商
品
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
社
名
の
ボ
ン
グ
ル
メ
は
、フ
ラ

ン
ス
語
のB

o
n

（
素
晴
ら
し
い
）と

G
ourm

et

（
美
食
）を
組
み
合
わ
せ
た

も
の
で
、「
常
に
素
晴
ら
し
い
美
味
し

さ
を
お
届
け
し
た
い
」と
願
う
、私
達

の
変
わ
る
こ
と
の
な
い
姿
勢
を
表
現
し

て
い
ま
す
。

　
提
携
し
て
い
る
中
国
の
３
工
場
は
、

日
本
式
の
厳
密
な
品
質・衛
生
管
理
シ

ス
テ
ム
に
基
づ
い
た
近
代
的
工
場

　
ま
た
、国
が
認
定
す
る「
保
税
倉

庫
」（
外
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
貨
物

を
、税
関
の
輸
入
許
可
が
出
る
前
の
状

態
で
、関
税
を
留
保
し
た
ま
ま
置
い
て

お
け
る
倉
庫
）を
保
有
し
て
い
る
こ
と

も
我
が
社
の
強
み
で
す
。設
立
当
初
か

ら
こ
の
保
税
倉
庫
を
活
か
し
、輸
入
食

品
の
保
管
業
務
を
長
年
続
け
て
き
ま

し
た
。そ
の
結
果
、我
が
社
の
真
摯
な

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、日
本
は
も
ち

ろ
ん
、中
国
・
ち
ん
た
お

青
島
の
税
関
や
検
疫
所

か
ら
も
信
頼
は
厚
く
、冷
凍
餃
子
事

件
や
尖
閣
諸
島
問
題
で
日
中
関
係
が

ギ
ク
シ
ャ
ク
し
た
際
に
も
、何
の
問
題

も
な
く
輸
入
手
続
き
が
出
来
た
の
は
、

長
年
の
実
績
と
信
頼
関
係
の
お
か
げ

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※
　
食
品
の
原
料
受
入
か
ら
製
造・出
荷
ま
で

の
全
て
の
工
程
に
お
い
て
、危
害
の
発
生

（
異
物
混
入
や
食
中
毒
等
）を
防
止
す
る

為
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
を
継
続
的
に
監
視・

記
録
す
る
衛
生
管
理
手
法

　
近
年
、暮
ら
し
の
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ

時
代
を
迎
え
、食
生
活
も
よ
り
豊
か
に

な
り
、お
寿
司
は
、今
や
世
界
の
共
通

語
と
な
り
ま
し
た
。海
外
の
寿
司
店
舗

に
お
い
て
も
日
本
同
様
に
食
材
の
高
品

質
・
多
様
化
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。一
方
で
価
格
や
衛
生
面
で

の
対
応
を
迫
ら
れ
る
と
い
う
厳
し
さ
も

あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
時
代
に
あ
っ

て
、我
が
社
は「
21
世
紀
の
食
文
化
づ

く
り
」を
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ
、

あ
な
ご
を
は
じ
め
、タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム

等
の
提
携
工
場
で
加
工
さ
れ
る「
え

び
」「
い
か
」「
た
こ
」、ま
た
ロ
シ
ア
か

ら
の「
つ
ぶ
貝
」等
、安
心
・
安
全
な
商

品
を
提
供
し
て
参
り
ま
す
。

　
今
後
は
、未
来
の
食
品
業
界
を
展

望
し
、国
内
は
も
と
よ
り
海
外
か
ら
も

地
球
ス
ケ
ー
ル
で
海
の
幸
を
求
め
、ボ

ン
グ
ル
メ
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
最
高
の

寿
司
ネ
タ
で
、お
客
様
に「
ご
満
足
」

を
提
供
し
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し

て
い
ま
す
。

年
）に
設
立
し
た
株
式
会
社
三
幸
興

産
が
前
身
に
な
り
ま
す
。「
こ
れ
か
ら

の
食
品
業
界
は
、冷
凍
食
品
が
主
流
に

な
る
」と
の
予
測
か
ら
、73
年（
昭
和

48
年
）、冷
凍
倉
庫
業（
5
，0
0
0
ト

ン
）を
開
始
し
、社
名
も
株
式
会
社
三

幸
冷
凍
に
変
更
し
ま
し
た
。今
と
な
っ

て
は
食
卓
に
あ
ま
り
上
ら
な
く
な
っ
た

ク
ジ
ラ
で
、冷
凍
倉
庫
が
い
っ
ぱ
い
に
な

る
よ
う
な
時
代
で
し
た
。

　
大
阪
万
博
が
開
催
さ
れ
た
70
年

（
昭
和
45
年
）に
な
る
と
、海
外
の
外
食

チ
ェ
ー
ン
が
日
本
に
上
陸
し
、日
本
の

外
食
産
業
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

あ
る
時
、寿
司
チ
ェ
ー
ン
の
創
始
者
で

あ
る
山
木
益
次
氏
か
ら
、「
誰
で
も
握

れ
る
あ
な
ご
寿
司
は
出
来
な
い
も
の

か
」と
相
談
さ
れ
ま
し
た
。あ
な
ご
寿

司
は
味
付
け
が
難
し
く
、商
品
開
発
に

は
か
な
り
の
時
間
を
要
し
ま
し
た
が
、

試
行
錯
誤
の
末
、韓
国
か
ら
輸
入
し
た

冷
凍
あ
な
ご
を
国
内
の
工
場
で
加
工

す
る
こ
と
で
、納
得
の
い
く
あ
な
ご
を

　
我
が
社
は
、東
シ
ナ
海
産
の
天
然
の

「
あ
な
ご
」を
は
じ
め
、「
つ
ぶ
貝
」「
と

り
貝
」「
赤
貝
」「
え
び
」「
い
か
」「
た

こ
」等
の
寿
司
ネ
タ
加
工
食
品
を
販
売

し
て
い
ま
す
。大
手
外
食
寿
司
チ
ェ
ー

ン
を
中
心
に
国
内
外
に
販
路
を
持
ち
、

特
に「
あ
な
ご
」と「
つ
ぶ
貝
」は
全
国

ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
は
、1
9
6
7
年（
昭
和
42

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
の

迅
速
対
応
を
強
化
し

更
な
る
海
外
展
開
を
促
進

▲島内社長
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▲あなごの焼き工程（中国提携工場） ▲提携工場（ベトナム） ▲提携工場（中国）

▲本社▲本社工場見学風景（煮つめ工程）

親和銀行
小幡　修取締役頭取

◎インタビューを終えて

　近年、食のニーズは多様化し、価格や衛生面での対応など、業界に求めら
れることは厳しさを増しています。あなご加工食品市場において、貴社が全
国トップシェアを誇っておられるのは、あなご商品のみで300種以上を揃え
るほど、お客様の要望を真摯に応え続けてこられた結果であると拝察致し
ます。また、うなぎと違って、あなごは全て天然ものだということには、大変
驚きました。
　これからも、地球スケールで探究された美味しい食材を多くのお客様の
食卓に届けて頂き、笑顔が広がる食生活づくりに貢献されることで、益々ご
発展されることを期待しております。

ボングルメ 株式会社

作
る
こ
と
が
で
き
、よ
う
や
く
商
品
化

に
漕
ぎ
着
け
ま
し
た
。そ
れ
ま
で
高
級

品
で
あ
っ
た
お
寿
司
を
安
価
に
提
供
出

来
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、我
が
社

の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
、業

容
は
順
調
に
拡
大
し
始
め
ま
し
た
。89

年（
平
成
元
年
）に
は
、関
連
会
社
と
の

合
併
と
業
務
拡
大
に
伴
い
、社
名
を
ボ

ン
グ
ル
メ
株
式
会
社
に
変
更
し
ま
し

た
。

　
そ
の
後
も
、回
転
寿
司
店
や
フ
ァ
ミ

リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
等
の
外
食
市
場
は
拡

大
し
、お
取
引
先
が
次
第
に
増
加
し
ま

し
た
。そ
の
結
果
、国
内
工
場
だ
け
で

は
加
工
が
追
い
つ
か
な
く
な
り
、94
年

（
平
成
6
年
）に
中
国
山
東
省
に
あ
る

3
つ
の
工
場
と
提
携
し
ま
し
た
。当
時

は
、中
国
へ
の
食
品
工
場
進
出
は
ま
だ

珍
し
い
時
代
で
し
た
。あ
な
ご
は
う
な

ぎ
の
よ
う
に
養
殖
が
出
来
な
い
為
、東

シ
ナ
海
で
取
れ
る〝
天
然
〞の
真
あ
な

ご
を
使
用
し
て
い
ま
す
。そ
れ
な
ら

ば
、漁
場
に
近
く
、経
費
の
安
い
中
国

で
加
工
す
れ
ば
、採
算
性
が
向
上
す
る

と
考
え
、中
国
進
出
を
決
定
し
ま
し

た
。中
国
で
の
加
工
量
が
順
調
に
増
加

し
た
こ
と
も
あ
り
、2
0
0
4
年（
平

成
16
年
）に
は
、全
て
の
加
工
工
程
を

中
国
工
場
で
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、ロ
シ
ア
や
タ
イ
、ベ
ト
ナ
ム
か

ら「
つ
ぶ
貝
」「
え
び
」「
い
か
」等
の
魚

介
類
の
輸
入
を
開
始
し
、あ
な
ご
商
品

以
外
で
も
、多
様
化
す
る
顧
客
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
為
に
、商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

を
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
の
基
本
理
念
は
、３
つ
の
B

で
表
さ
れ
ま
す
。

「Believe

（
信
頼
す
る
こ
と
、さ
れ
る

こ
と
）」

「B
rain

（
知
力
を
高
め
未
来
を
志
向

▲前列左から4番目より、安藤営業部長、山田専務、島内社長、小幡頭取、是澤支店長（親和銀行）、大庭商品部長

（
I
S
O
・
H
A
C
C
P〔
※
〕認
定
工

場
）で
、新
鮮
で
高
品
質
な
寿
司
ネ
タ

を
作
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

　
ま
た
、現
地
従
業
員
の
技
術
は
素

晴
ら
し
く
、グ
ラ
ム
単
位
で
あ
な
ご
を

切
り
分
け
る
技
は
、本
場
日
本
の
寿
司

職
人
顔
負
け
の
レ
ベ
ル
で
す
。

　
あ
な
ご
に
は
、調
理
法
だ
け
で
も

「
焼
き
」「
蒸
し
」「
あ
ぶ炙
り
」「
煮
込
み
」

等
が
あ
り
ま
す
。更
に
、一
切
れ
の「
大

き
さ
」や「
厚
さ
」の
他
、関
東
の
濃
い

味・関
西
の
薄
味
と
い
っ
た「
味
付
け
」

等
、お
客
様
か
ら
の
様
々
な
オ
ー
ダ
ー

に
対
応
し
て
い
る
為
、我
が
社
で
は
あ

な
ご
だ
け
で
も
3
0
0
種
類
を
超
え

る
商
品
を
提
供
し
て
い
ま
す
。中
で

も
、味
付
け
に
は
我
が
社
が
長
年
培
っ

て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
が
詰
ま
っ
て
お
り
、

「
煮
つ
め
た
れ
」は
国
内
自
社
工
場
で

生
産
し
て
い
ま
す
。現
在
で
は
、回
転

寿
司
等
で
提
供
さ
れ
る
あ
な
ご
寿
司

の
大
半
に
、我
が
社
の
あ
な
ご
が
用
い

ら
れ
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

す
る
こ
と
）」

「Benediction

（
感
謝
の
気
持
ち
を

持
ち
続
け
る
こ
と
）」の
３
つ
で
す
。

こ
の
３
つ
の
B
を
基
本
理
念
に
し
、

日
々
変
化
す
る
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
に
、商
品
開
発
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
社
名
の
ボ
ン
グ
ル
メ
は
、フ
ラ

ン
ス
語
のB

o
n

（
素
晴
ら
し
い
）と

G
ourm

et

（
美
食
）を
組
み
合
わ
せ
た

も
の
で
、「
常
に
素
晴
ら
し
い
美
味
し

さ
を
お
届
け
し
た
い
」と
願
う
、私
達

の
変
わ
る
こ
と
の
な
い
姿
勢
を
表
現
し

て
い
ま
す
。

　
提
携
し
て
い
る
中
国
の
３
工
場
は
、

日
本
式
の
厳
密
な
品
質・衛
生
管
理
シ

ス
テ
ム
に
基
づ
い
た
近
代
的
工
場

　
ま
た
、国
が
認
定
す
る「
保
税
倉

庫
」（
外
国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
貨
物

を
、税
関
の
輸
入
許
可
が
出
る
前
の
状

態
で
、関
税
を
留
保
し
た
ま
ま
置
い
て

お
け
る
倉
庫
）を
保
有
し
て
い
る
こ
と

も
我
が
社
の
強
み
で
す
。設
立
当
初
か

ら
こ
の
保
税
倉
庫
を
活
か
し
、輸
入
食

品
の
保
管
業
務
を
長
年
続
け
て
き
ま

し
た
。そ
の
結
果
、我
が
社
の
真
摯
な

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、日
本
は
も
ち

ろ
ん
、中
国
・
ち
ん
た
お

青
島
の
税
関
や
検
疫
所

か
ら
も
信
頼
は
厚
く
、冷
凍
餃
子
事

件
や
尖
閣
諸
島
問
題
で
日
中
関
係
が

ギ
ク
シ
ャ
ク
し
た
際
に
も
、何
の
問
題

も
な
く
輸
入
手
続
き
が
出
来
た
の
は
、

長
年
の
実
績
と
信
頼
関
係
の
お
か
げ

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

※
　
食
品
の
原
料
受
入
か
ら
製
造・出
荷
ま
で

の
全
て
の
工
程
に
お
い
て
、危
害
の
発
生

（
異
物
混
入
や
食
中
毒
等
）を
防
止
す
る

為
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
を
継
続
的
に
監
視・

記
録
す
る
衛
生
管
理
手
法

　
近
年
、暮
ら
し
の
ハ
イ
ク
オ
リ
テ
ィ

時
代
を
迎
え
、食
生
活
も
よ
り
豊
か
に

な
り
、お
寿
司
は
、今
や
世
界
の
共
通

語
と
な
り
ま
し
た
。海
外
の
寿
司
店
舗

に
お
い
て
も
日
本
同
様
に
食
材
の
高
品

質
・
多
様
化
が
要
求
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。一
方
で
価
格
や
衛
生
面
で

の
対
応
を
迫
ら
れ
る
と
い
う
厳
し
さ
も

あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な
時
代
に
あ
っ

て
、我
が
社
は「
21
世
紀
の
食
文
化
づ

く
り
」を
経
営
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
掲
げ
、

あ
な
ご
を
は
じ
め
、タ
イ
や
ベ
ト
ナ
ム

等
の
提
携
工
場
で
加
工
さ
れ
る「
え

び
」「
い
か
」「
た
こ
」、ま
た
ロ
シ
ア
か

ら
の「
つ
ぶ
貝
」等
、安
心
・
安
全
な
商

品
を
提
供
し
て
参
り
ま
す
。

　
今
後
は
、未
来
の
食
品
業
界
を
展

望
し
、国
内
は
も
と
よ
り
海
外
か
ら
も

地
球
ス
ケ
ー
ル
で
海
の
幸
を
求
め
、ボ

ン
グ
ル
メ
だ
か
ら
こ
そ
出
来
る
最
高
の

寿
司
ネ
タ
で
、お
客
様
に「
ご
満
足
」

を
提
供
し
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し

て
い
ま
す
。

年
）に
設
立
し
た
株
式
会
社
三
幸
興

産
が
前
身
に
な
り
ま
す
。「
こ
れ
か
ら

の
食
品
業
界
は
、冷
凍
食
品
が
主
流
に

な
る
」と
の
予
測
か
ら
、73
年（
昭
和

48
年
）、冷
凍
倉
庫
業（
5
，0
0
0
ト

ン
）を
開
始
し
、社
名
も
株
式
会
社
三

幸
冷
凍
に
変
更
し
ま
し
た
。今
と
な
っ

て
は
食
卓
に
あ
ま
り
上
ら
な
く
な
っ
た

ク
ジ
ラ
で
、冷
凍
倉
庫
が
い
っ
ぱ
い
に
な

る
よ
う
な
時
代
で
し
た
。

　
大
阪
万
博
が
開
催
さ
れ
た
70
年

（
昭
和
45
年
）に
な
る
と
、海
外
の
外
食

チ
ェ
ー
ン
が
日
本
に
上
陸
し
、日
本
の

外
食
産
業
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。

あ
る
時
、寿
司
チ
ェ
ー
ン
の
創
始
者
で

あ
る
山
木
益
次
氏
か
ら
、「
誰
で
も
握

れ
る
あ
な
ご
寿
司
は
出
来
な
い
も
の

か
」と
相
談
さ
れ
ま
し
た
。あ
な
ご
寿

司
は
味
付
け
が
難
し
く
、商
品
開
発
に

は
か
な
り
の
時
間
を
要
し
ま
し
た
が
、

試
行
錯
誤
の
末
、韓
国
か
ら
輸
入
し
た

冷
凍
あ
な
ご
を
国
内
の
工
場
で
加
工

す
る
こ
と
で
、納
得
の
い
く
あ
な
ご
を

　
我
が
社
は
、東
シ
ナ
海
産
の
天
然
の

「
あ
な
ご
」を
は
じ
め
、「
つ
ぶ
貝
」「
と

り
貝
」「
赤
貝
」「
え
び
」「
い
か
」「
た

こ
」等
の
寿
司
ネ
タ
加
工
食
品
を
販
売

し
て
い
ま
す
。大
手
外
食
寿
司
チ
ェ
ー

ン
を
中
心
に
国
内
外
に
販
路
を
持
ち
、

特
に「
あ
な
ご
」と「
つ
ぶ
貝
」は
全
国

ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
は
、1
9
6
7
年（
昭
和
42

オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
で
の

迅
速
対
応
を
強
化
し

更
な
る
海
外
展
開
を
促
進

▲島内社長
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商談会終了後のアンケート調査（受注企業62社が回答）

1

　
F
F
G
は
、福
岡
銀
行
本
店
ビ
ル
10
階
に
お
い
て
、

「
F
F
G
も
の
づ
く
り
商
談
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
は
食
品
関
連
企
業
向
け
の
商
談
会
を
定
期

的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、今
回
は
食
品
関
連
企
業

以
外
の
製
造
・
加
工
企
業（
も
の
づ
く
り
企
業
）の

販
路
拡
大
を
支
援
す
る
為
、初
め
て「
も
の
づ
く
り

企
業
」の
み
を
対
象
と
し
た
商
談
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
本
商
談
会
で
は
、全
国
各
地
の
製
造
業
者（
発
注

企
業
）18
社
と
F
F
G
３
行
の
お
取
引
先（
受
注

企
業
）63
社
に
よ
り
、約
1
7
0
件
の
商
談
が
行
わ
れ

ま
し
た
。参
加
企
業
の
皆
様
は
新
た
な
顧
客
獲
得
に

向
け
、自
社
が
誇
る
技
術
力
等
を
熱
心
に
P
R
さ

れ
て
い
ま
し
た
。商
談
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、

「
普
段
営
業
回
り
出
来
な
い
お
客
様
と
も
繋
が
り
が

出
来
た
」「
新
規
取
引
開
始
に
向
け
て
有
益
な
情
報

を
聞
け
た
」等
の
感
想
を
頂
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、F
F
G
は
地
元
経
済
の
発
展
・
振
興
に

貢
献
す
る
た
め
、各
種
商
談
会
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ

ン
グ
、セ
ミ
ナ
ー
等
の
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
に
努
め
て

参
り
ま
す
。

「
F
F
G
も
の
づ
く
り
商
談
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

F
F
G
は
、製
造
関
連
企
業
を
対
象
に「
F
F
G
も
の
づ
く
り
商
談
会
」を

8
月
1
日（
木
）に
開
催
し
ま
し
た
。今
回
は
、そ
の
商
談
会
の
模
様
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ふくおかフィナンシャルグループ

１．今回の商談会の満足度はいかがでしたか。     
   
①大変満足した    

②満足した    

③普通    

④やや不満  

①
15％

④ 0％

②
68％

③
17％

２．商談の成果についてお教え下さい。
      商談の成果について番号選択でご回答ください。

①成約の可能性のある商談が
    出来た
   （見積依頼があった、工場見学の依頼があった等）

②商談がまとまった・成約した            

③特に成果は無かった　　　　　　            

④その他            

①
41％

② 0％

④
19％

③
40％

■設　　立：1996年
■所 在 地：鹿児島県鹿児島市
■資 本 金：1,200万円
■従 業 員：41名（合計約100名）
■ソーシャルコンツェルンＤ：

株式会社THEM、社会福祉法人 塔ノ原福祉会（錦ヶ丘保育園）、
学校法人 吉井学園（錦ヶ丘幼稚園）、特定非営利活動法人 風に立つライオン

■事業内容：有床診療所〈総合内科・婦人科・がん総合診療科・東洋医学科およびホスピスケア、アレルギーや自己免疫病（アトピー）
治療等〉、NAGAYA TOWER運営、保育園・幼稚園の運営、良き医療人の育成・インドボランティア派遣

■取 引 店：　　　　　　　  鹿児島支店  099-259-6111

医療法人
堂園メディカルハウス

堂園メディカルハウス

ボングルメ 株式会社 ボングルメ

トップに聞く！ 会社概要

■設　　立：1967年
■所 在 地：福岡県北九州市
■資 本 金：1億3,872万円
■従 業 員：53名
■事業内容：「あなご」「つぶ貝」「とり貝」「赤貝」「えび」「いか」「たこ」等の

寿司ネタ加工食品の販売、冷凍倉庫業
■事業拠点：北九州市小倉北区（本社、倉庫）、東京都台東区（営業所）
■取 引 店：　　　　　　　  小倉支店  093-521-1481

ボングルメ
株式会社

南国殖産 株式会社 南国殖産

■設　　立：1945年
■所 在 地：鹿児島県鹿児島市
■資 本 金：5億円
■従 業 員：2,700名（連結／2013年3月末現在）
■事業内容：総合商社（エネルギー事業部門／

情報通信事業部門／建設資材事業部門／機械設備事業部門）
■事業拠点：鹿児島県鹿児島市（本社）、福岡市博多区、

鹿児島県霧島市、鹿児島県鹿屋市、鹿児島県薩摩川内市、
宮崎県宮崎市、熊本県熊本市、長崎県長崎市、東京都千代田区（支社）

■取 引 店：　　　　　　　  鹿児島支店  099-253-1991

南国殖産
株式会社
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